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⑭⾃由記述
（感想）

（要望）

テーマにする疾患の選び⽅は今年のように治療満⾜度が低い疾患全体から選べる⽅が良いと思う。
調査対象の疾患の⾃由度が⼤きかったので調べやすかった。
今回のように病気の範囲を狭くしなことは、思いもよらない病気を対象にできるためおもしろいと思う。
創薬プロジェクトに参加して、創薬するにはたくさんの知識が必要だということが分かって良かった。
準備が想像以上に⼤変だったが、先⽣⽅のサポートもあって発表までたどりつけて良かった。グループでたくさん意⾒を出し合い、試⾏錯誤しながら、⾃分達で新たな化合物を発案できたことが嬉しかったし感動した。少しでも、創薬ってこ
んな感じなのかなという感覚が味わえたのでよい経験になったと思う。
⾃分たちで考え、進めていくことはとても⼒になったと思う。
負けてしまいましたが、将来どのように創薬について考え、どう⾏動していくかに関してとても参考になりました。協⼒していただいた先⽣⽅、ありがとうございました。
進路に迷っていたので、その指針として、また、⾃分の可能性を試すという意味でも⾮常に有意義な演習だった。開講時期が中間テストなどと被り、集中して演習に取り組みにくかった点は残念だったが、企画は本当によかったので、これか
らも続けてほしい。
今までぼんやりしていたイメージがはっきりして、⾃分ができること、出来ないことがよく分かって勉強になった。
創薬プロジェクトは将来とても役⽴つものだと思いました。この演習の良かった点は様々な先⽣⽅、先輩⽅とお話ができたことだと思います。

様々な先⽣とお話しできたことが良かったです。

ある程度、疾患を絞った⽅が疾患を１つに決めた時全員がある程度知識のある状態でスタートできると思う。
両チームの先⽣の介⼊度だったりすすめ⽅にもう少し基準があった⽅が学⽣にとって平等だと感じます。
このプロジェクトの前に、担当教員のスケジュール（いつなら質問しに⾏けるか、アポが必要か）などを教えていただけるともっとやりやすいと思った。
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京都大学派遣（創薬実践道場）報告書 
総合薬学研究推進学特任助教 

猪熊翼 

 

徳島大学薬学部では２０１３年度より学部３年生を対象として『創薬プロジェクト演習』を開講

している。本演習は、研究室配属前の学部学生に創薬の実際をロールプレイを通じて体験させるも

のであり、京都大学薬学部にて２０１０年より開講された『医薬品開発プロジェクト演習Ⅰ』をそ

のモデルとしている。今回は本学での『創薬プロジェクト演習』の一環として、２０１６年９月１

３日（火）に京都大学において行われた『医薬品開発プロジェクト演習Ⅰ』の最終プレゼンテーシ

ョンに参加した。（徳島大学からの参加者：猪熊、学部３年生希望者５名） 

 

<スケジュール> 

９月１３日（火） 

８：００           JR徳島駅集合 

８：１５           JR徳島駅出発 

～高速バスで移動～ 

１１：１９          JR京都駅着 

～市営地下鉄及び京阪電鉄で移動～ 

１２：４５          京都大学薬学部到着 

～高須先生との面談～ 

医薬品開発プロジェクト演習Ⅰ最終プレゼンテーション 

（場所：京都大学薬学部講堂） 

１３：００～１３：１５    高須清誠先生によるガイダンス 

１３：１５～１３：４５    A社の企画プレゼンテーション 

１３：４５～１４：３０    A社の発表に対する質疑 

１４：３０～１４：４５    休憩 

１４：４５～１５：１５    B社の企画プレゼンテーション 

１５：１５～１６：００    B社の発表に対する質疑 

１６：００～１６：１５    休憩 

１６：１５～１６：４５    C社の企画プレゼンテーション 

１６：４５～１７：３０    C社の発表に対する質疑 

１７：３０～１７：５０    休憩 

１７：５０～２０：３０    演習に対する講評会 

（場所：京都大学薬学部１Ｆオープンカァレンス） 

２０：３０          京都大学薬学部出発 

２１：００          ホテル到着 

～宿泊～ 

９月１４日（水） 

９：３０           ホテル出発 

～市営地下鉄で移動～ 

１０：１０          JR京都駅出発 

～高速バスで移動～ 

１３：１６          JR徳島駅到着、解散 
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<具体的な内容報告> 

京都大学における今年度の『医薬品開発プロジェクト演習Ⅰ』は９月５日（月）～９月１３日（火）

の期間で開講され、『皮膚疾患の治療薬』をテーマ設定とし、各班（仮想企業）がそのアイディア

の創出を行った。京都大学薬学部生４６名が受講し、Ａ社～Ｃ社の３グループに分かれそれぞれの

グループ内で新薬開発のアイディア創出を行った。ターゲット選出は足白癬から男性型脱毛症、更

には天疱瘡といった希少疾患まで多岐に渡り、各々が独自のアイディアを駆使してそれらの開発案

を発表していた。昨年度と同様今年度も、質疑応答時間は学生同士の活発な議論、また徳島大学か

ら派遣された学生も積極的に議論に加わり発表者や他の質問者とディスカッションする様子が見ら

れ、本派遣に参加した学生の創薬に対する意識の高さを見ることができた。 

＜学生の感想＞ 

１． 私は９月１３日に京都大学との合同演習に参加させていただきました。徳島大学との演習内

容の違いは徳島大学が約一ヶ月間をかけて授業終わりなどを利用して演習を進めていくのとは

違い、京都大学では夏休み一週間を演習に当てていることです。そのこともあってか私たちと

は着眼点が異なると感じました。私たちは主に論文などを読むことで対象とする疾病の治療薬

となりうるリード化合物を予想し、どのようにすれば活性を高めたり傷病部位により効率的に

薬物が移行することが出来るかを考え展開していくことに主眼を置いていました。京都大学は

どちらかというと企業的な側面が強く化合物の構造よりも開発にかかる費用や得られる利益の

概算に力を入れていました。このような違いはありましたが、発表内容では京都大学に徳島

大学が劣っているというようなことはなかったと思います。そのことは自信となり、合同演

習に参加しての収穫となりました。とくに創薬的な考え方の点でいえば私たちの方が今後の

研究に繋がる内容を学ぶことができたと思います。ただ一つ感じたことは徳島大学の学生よ

りも京都大学の学生の方が積極的に質疑応答に参加していることです。ディスカッションを

する力は今後必ず必要になってくるので完璧なことを言えなくても自分の考えを伝えること

が大切だと思いました。 

 私たちが社会に出るときに闘う相手は京都大学、東京大学の学生でいままでは入学時の学力

差でコンプレックスに思っていたところはありましたが、今回合同演習に参加して現時点での

スタートラインはそこまで変わらないと感じたので負けられないというモチベーションになり

ました。 

創薬プロジェクトに参加したことは創製薬学科に進む私には考え方などとても力になりまし

た。ただまだ自分だけで考えを深めていける力も知識もないと感じました。研究室に配属さ

れてからは勉強の毎日だと思うので、気を引き締めて取り組んでいきたいです。最後に京都

大学の学生と交流する貴重な機会をいただきありがとうございました。 

２． 最初は京都大学と聞いて腰が引けましたが、京都大学の発表を聞いた率直の感想としては、

徳島大学の発表とあまりレベル的に差異はないなと感じました。徳島大学と京都大学では新薬

の開発においてどこに重きを置いているかが違い、徳島大学は病気の原因のどこをターゲット

にするかは他の誰かが試していないであろう場所をしっかりと狙っており、化学構造式も考え

て話を進めていたのに対し、京都大学は少しありきたりで、すでに誰かがおこなっているター
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ゲットだろうなと感じ、また化学構造式に関すること、つまり具体的な薬の化合物については

論じていなかったので現実味にかけました。 

  逆に徳島大学の発表では、剤型やアッセイについての話が薄く、京都大学はそれらについて

しっかりと考えられており、既存の薬に応用すればすごく将来性があるものだなと感じました。 

上記のような点が違ったので一概にどちらが良いとは言えませんが、京都大学の発表はレベル

も高く自分たちが手を出していないところについてとても勉強になりました。また、このよう

な違いがあるならば僕たちが提案した薬になりそうな化合物の剤型などを京都大学が決定して

より現実味がますような協力プレーがあればますますよい発表になっただろうなと強く感じま

した。 

  とても勉強になったので行ってよかったです。ありがとうございました。 

３． やってること自体はポイントの差は若干ありましたが内容に対してそんなにレベルの差があ

るとは感じませんでした。一方で僕らと同学年でありながら質問のレベルは高いなと感じまし

た。発表内容を事前に知っていたのかも知れませんが質問に自信を持っていたように感じまし

た。私も質問をいくつか考えたのですが自信が無くて質問出来ませんでした。京大生は内容に

も質問にも自信を持って発表していたと思いました。 

４． 今回の京都大学の創薬プロジェクトの見学は自分にとってとても有意義なものになりました。

今回は3グループのプレゼンを聞きましたが、どのグループも自分には思いつかないような発想

を持っていてとても興味深かったです。例えば皮膚の細胞が角質となってからはがれていく速

度を速くする薬の構想はとても面白かったです。また僕は他大学の薬学部の学生と交流する機

会があまりなかったので、今回京都大学の薬学生と交流できてよかったです。 

５． 今回の京都大学見学はとてもおもしろいものだった。 

  はじめ先生から一週間という非常に短い期間で行ったと聞いてはいたが、もし自分だったら

一週間でここまでできるだろうかと思いたくなるような発表でとても驚いた。特に、質疑応答

でマイクロニードルの値段に関する質問に対してわざわざ電話してまで回答を準備していたの

はとてもびっくりした。 

  発表会の後の講評会でも学校間の差の話で盛り上がるなど他大学の学生と触れ合うことがで

きとても有意義でした。 
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創薬懇話会 2016 in 蓼科 参加報告  
（エクシブ蓼科（⻑野県茅野市） 2016 年 6 ⽉ 30 ⽇（⽊）〜7 ⽉ 1 ⽇（⾦）） 

 
 ----------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 博⼠後期課程 2 年） 
2016 年 6/30~7/1 に⾏われた創薬懇話会 in 蓼科では、招待講演、ポスター発表、親睦会に参加してき
た。聴講した講演では、企業の創薬の現状から薬が製品化するまでの数々の問題点や解決策などの話しを
聞くことができた。また薬学分野のみならずベンチャー企業の話や農薬創製の話、アカデミア研究におけ
る世界トップレベルの研究も学ぶことができた。また積極的に質問を⾏うことで⾃分をアピールする場に
もなった。ポスター発表では学⽣や先⽣、また企業の⽅と様々なディスカッションを⾏うことで、貴重な
意⾒交換の場となった。学年の近い学⽣も多く参加していたのでお互いに意⾒をぶつけることで良い刺激
にもなった。講演会後の⾷事会では企業の研究の話や、⼤学教授の学⽣時代の体験談など⾃分の将来にも
関わるような講演では聞けない話や良いアドバイスを頂けた。今回、学会に参加して⾃分の研究をおこな
っていく上でのモチベーションの向上や貴重な意⾒交換をおこなうことができたので、今後も学会発表に
参加できるよう⽇々精進したいと思う。 
 -------------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 博⼠前期課程 1 年） 
私は 2016 年 6 ⽉ 30 ⽇(⽊)〜7 ⽉ 1 ⽇(⾦)にエクシブ蓼科にて開催されました創薬懇話会 2016 in 蓼科
に参加させていただきました。本学会にて私は「光応答型チオエステル等価体を⽤いた多成分 One-pot 
NCL 法の開発研究」という演題にてポスター発表させていただきました。今回のポスター発表は短い時間
でしたがたくさんの⽅々がポスターを⾒に来て下さり、⾃分の実験成果を詳しく伝えることができ、活発
な議論をすることができたのではないかと思います。また、今回 10 演題⾏われた企業や研究所の⽅の講
演を聞かせていただいて、普段ではめったに聞くことのできない演題もあったりしてとても良い経験、良
い勉強になりました。ここで得た新しい視点を利⽤して今後の⾃分の研究活動の発展につなげていければ
と思います。最後に懇親会の場などでは企業の⽅々や⼤学の先⽣⽅とたくさんお話をすることができ、学
会に参加させてもらったからこその経験ができたのではないかと思います。 
 -------------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 学部 4 年） 
今回参加させていただいた創薬懇話会は私にとって初めての学会で、⾮常に楽しみにしていました。今回
の学会では 2 ⽇間通して 10 題の招待講演と 35 題のポスター発表がありました。招待講演では著名な先
⽣⽅や、製薬企業で活躍されている研究者の⽅の講演を聴くことができました。創薬研究の具体的な流れ
のお話しなどを聴くことができ、⾮常に有意義なものでした。ポスター発表では時間が短くすべての演題
を聴くことができなかったのですが、他の研究室の⼈たちがどのような研究をしていて、どのように研究
を進めているのか聴くことができました。また同学年の学⽣も発表しており、私も来年は発表する側で参
加したいと思いました。 
今回の学会に参加して、創薬の難しさを再認識するとともに、その⾯⽩さを知ることが出来ました。また
いろいろな刺激を受けて、研究へのモチベーションが上がり、⾮常にためになった学会でした。研究室外
の研究は新しい研究への⾜掛かりになると思いましたので、次回も参加させていただく機会があればぜひ
参加したいと思います。 
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 -------------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 学部 4 年） 
先週の 6/30~7/1 に創薬懇話会があり、僕にとって初めて学会に参加させて頂きました。会場の雰囲気は
とても豪華で広く、他⼤学の学⽣や先⽣、企業の⽅々が多く参加しておられ、とても楽しみに感じまし
た。 
招待講演では様々な分野で活躍されています先⽣⽅のご講演は、とても⾯⽩く興味深かったのですが、⾃
分の知識が少ないせいで時々内容が分からない箇所がいくつかありました。普段からもっといろいろなと
ころにアンテナを張って⾃分のやっている分野だけでなく様々な分野の情報も得ていかないといけないな
と感じました。 
⼆⽇間の懇話会の中で最も興味深く⾯⽩かった招待講演は、「免疫チェックポイント阻害拮抗 PD-1 抗体ニ
ボルマブの創製の経緯」という講演でした。2014 年に⽇本で発売されたニボルマブは以前より⽿にはし
た事があったもののそこまで詳しく知らなかったので、ここまで臨床試験が進められていてかつ今後の展
開などについて知ることができ、とても興味深く⾯⽩かったです。 
⼆⽇間の懇話会を通じて、たくさんの企業の⽅や⼤学の先⽣とお話することができ、また他⼤学の学⽣と
交流できて、とても楽しく良い経験となりました。 
7 ⽉末に⾏われる若⼿ペプチド研究会までには、もっと勉強して対等に話すのはまだまだ程遠いにして
も、研究内容をしっかり理解でき少しでも上⼿い質問や議論が出来るように頑張りたいなと思いました。 
 -------------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 学部４年） 
先⽇、創薬懇話会に参加させていただき、他⼤学の学⽣や、企業で働いている社会⼈の⽅と交流する機会
をいただいた。他⼤学との交流は今回が初めてで少し緊張していたが、気さくな⼈が多くすぐに打ち解け
ることができた。同じ有機系の⼈であっても、分野が異なる⼈や、視点を変えたアプローチを取り⼊れた
研究に取り組んでいる⼈が多く、⾮常に興味深く刺激になる話を聞くことができた。 
講演会においては学⽣が積極的に質問し、活発な議論となった。他⼤学の学⽣も参加している中、特に積
極的に質問していたのは徳島⼤学の学⽣であったと思う。東京⼤学や京都⼤学をはじめ、トップレベルの
学⽣が集まる中、徳島⼤学の学⽣が活躍していたことは⾃信になった。個⼈的には積極的に挙⼿したが、
指名されず質問することができなかったことが残念であったが、次の機会も積極的に挙⼿し、⾃分の考え
を主張できるようにしたい。   
また、⾃分も発表してみたいと思えたので、この気持ちをこれからの研究のモチベーションにしたいと思
う。 
 ----------------------------------------------------------------  
（有機合成薬学分野 学部 4 年） 
先⽇⻑野県茅野市で開催された⽇本薬学会医薬化学部会主催、「創薬懇話会 2016」に情報収集を⽬的とし
て参加したことをここに報告する。 
講演内容は創薬を志向した科学、すなわち私が専攻する有機合成に限定されない多様な観点を⽰したもの
であり⼤変興味深かった。また新たな知⾒が得られただけでなく、交流会にて多くの先⽣⽅からお話しい
ただいたり私と同じ世代の他⼤学の学⽣と交友を深めたりなどと⼈脈の拡⼤という意味でも⾮常に意義あ
る参加であった。 
とりわけ私が嬉しく思ったのは、講演やポスター発表において積極的にディスカッションに参加すること
で多くの先⽣⽅からお褒めの⾔葉を頂戴したことである。これがきっかけとなり学⽣も含む多くの⽅々か
ら交流会や旅館内にてお声をかけていただけ、名前も覚えていただけた事はとても光栄に感じ且つ⾃信に
もつながった。 
最後に今回の貴重な経験を積む機会をくださった⼤⾼学部⻑や有機合成薬学研究室スタッフ陣のみなさま
を始めとした多くの関係者に感謝し、このたびの出張報告の結びとする。 
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 ----------------------------------------------------------------  
（総合薬学研究推進学 学部 4 年） 
この度私は、蓼科で開催された創薬懇話会に参加しました。この創薬懇話会では、様々な素晴らしい先⽣
⽅の招待講演はもちろんのことポスター発表や懇親会において様々なことを経験し、学ぶことができまし
た。招待講演では、普段聞くことができない貴重なお話をいただきました。この中で、創薬は⼈に対して
だけでなく農薬など⼈以外の⽣物にも⾏われているということが印象的でした。また、創薬において有機
化学を⽤いた合成だけではなく様々な分野をまたいだ広い視野が⼤切であるということも学ぶことができ
ました。ポスター発表では、様々な分野の研究を⾒ることができました。普段⾏っている合成だけではな
く、⽣物活性など普段はあまりなじみのない研究についても⾒ることができ、新しいことを学ぶことがで
きたと思います。懇親会では、様々な⼤学の先⽣や企業の⽅々と話をする機会をいただきました。⼤学や
企業がどういうものなのかということを学び、考えることができました。このように、創薬懇話会では⾃
分⾃⾝の成⻑を感じることができました。 
 ----------------------------------------------------------------  
（⽣物有機化学分野 学部 4 年） 
私は 2016 年 6 ⽉ 30 ⽇より 2 ⽇間にかけて創薬懇話会 2016 in 蓼科に参加し、6 ⽉ 30 ⽇の招待講演 1
「ALK (anaplastic lymphoma kinase) 選択的阻害剤アレクチニブの創製」(中外製薬株式会社 富⼠御殿
場研究所 ⽊下 和⼤先⽣)の講演後の質疑応答にて「結合ポケット外の置換基を検討する時に、直接活性に
は関係がなく代謝安定性のみ関与しているのであれば、置換基を無くしてしまうということも検討したの
か」と質問をし、「置換基は結合の向きを⼀定にするために役⽴っており、また検討の際に活性が変化した
ことに関しては詳しくはわかっていない」との回答をいただいた。また、7 ⽉ 1 ⽇の招待講演 10 「免疫
チェックポイント阻害剤抗 PD-1 抗体ニボルマブの創製の経緯」(⼩野薬品⼯業株式会社 オンコロジー研
究部 吉⽥ 隆雄先⽣)の講演後の質疑応答にて、「がん細胞における PD-1 リガンドの発現には個⼈差があ
るということだったが、今後の適⽤範囲を広める上でも PD-1 リガンドのがんの部位別による発現量の差
が重要になってくるのではないか」と質問をし、「PD-1 リガンドの発現について詳しいことは未だ分かっ
ておらず、どこに多く発現するなども分かってはいない。今まさに考察中である」との回答をいただい
た。 
 今回の学会参加を通じ、関連分野の最新の研究成果に触れることができ⼤変刺激を受けた。また、質疑
応答で積極的に質問をしたことにより賞をいただいた。先⽣⽅の発表により新たな視点や今後の研究のア
イデアを得ることができ、勉強になったと感じる。 
 ----------------------------------------------------------------  
（⽣物有機化学分野 学部 4 年） 
私は 2016 年 6 ⽉ 30 ⽇より 2 ⽇間にかけて創薬懇話会 2016 in 蓼科に参加し、10 題⽬の講演および、
ポスター発表を伺った。6 ⽉ 30 ⽇のセッションにて東北⼤学⼤学院薬学研究科の⻘⽊淳賢先⽣による
「リゾリン脂質のケミカルバイオロジー」という⼝頭発表を伺った。⼝頭発表後の質疑応答にて、「LPA3
受容体が発現している部位について」の質問をし、「副交感神経系にある」との回答をいただいた。 
 また、7 ⽉ 1 ⽇のセッションにて⽇本曹達株式会社⼩⽥原研究所の柴⼭耕太郎先⽣による「農薬におけ
る創薬研究の実際」という⼝頭発表を伺った。⼝頭発表後の質疑応答にて、「複数の農薬を使⽤する際の相
互作⽤などは、創薬の段階から検討されているのか」について質問をし、「実際にはローテーションで使⽤
するので、その点に関しては考慮していない」との回答をいただいた。 
 今回の学会参加を通じ、さまざまな分野の創薬研究に触れることができ⼤変刺激を受けた。また、幅広
い年代の⽅とお話をすることで知識の幅が広がったと同時に、⾃分の勉強不⾜を痛感し、今後より真剣に
研究に取り組む必要を感じた。 
 -------------------------------------------------------------------  
以上 
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第 48 回若⼿ペプチド夏の勉強会 参加報告  
（⼤学セミナーハウス（東京都⼋王⼦市） 2016 年 7 ⽉ 31 ⽇（⽇）〜 8 ⽉ 2 ⽇（⽕）） 

 
 ----------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 博⼠後期課程 2 年） 
2016 年 7/31~8/2 に⾏われた第 48 回若⼿ペプチド夏の勉強会では、招待講演、⼀般講演、ポスター発
表、親睦会に参加しペプチドに関する最新の研究成果を学ぶことができた。 
聴講した招待講演では抗体を使⽤した技術や計算技術を⽤いたペプチドのゆらぎなど普段あまり馴染みが
ない内容も多くて新鮮な気持ちで講演を聞くことが出来た。 
また留学体験記など研究以外にも為になる話を聞けたことや他⼤学の先⽣から将来の⼈⽣設計のアドバイ
スなどを頂けたのは今後の⽣活に役⽴つと感じた。 
今回、⼀般講演では⾃⾝も発表者として参加した。短い時間ではあったが⾃分の研究をより多くの⼈に知
ってもらえるよう⼼がけた。質疑応答の時間では時間いっぱいまで多くの質問を受けディスカッションを
通しコミュニケーションを図れたと思う。 
今回、勉強会に参加して⾃分の研究をおこなっていく上でのモチベーションの向上や貴重な意⾒交換をお
こなうことができたので、今後も勉強会や学会発表に参加できるよう⽇々精進したいと思う。 
 -------------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 博⼠前期課程 2 年） 
猪熊特任助教授に随⾏し、第 48 回若⼿ペプチド夏の勉強会に参加し、「リソソーム移⾏型 GM2 活性化タ
ンパク質の合成研究」と題してポスター発表を⾏った。⾃⾝の発表では、多くの先⽣⽅から助⾔を頂き、
⾃⾝の研究の問題点、⾃⾝の研究の重要性を再認識することができた。同世代のポスター発表・⼀般公演
では、研究に対する取り組み⽅や研究に対する考え⽅の違いを感じ、今後の⾃⾝の研究活動に有益なもの
を得ることができた。招待講演・特別講演では、普段聞くことのできない、異なる研究分野からペプチド
を考えている先⽣⽅の講演を拝聴し、⾃⾝の⾒聞を広めることができた。学会期間を通じて多くの同世代
の学⽣と討論する中でお互いに刺激しあいモチベーションの向上につながった。今後は、今回の若⼿ペプ
チド夏の勉強会に参加して得たものを糧に研究活動を更に邁進していきたいと思った。 
 -------------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 学部 4 年） 
今回参加させていただいた「若⼿ペプチド夏の勉強会」は、ペプチドという、私が所属する研究室の学問
分野の学会であり、⾮常に楽しみにしていました。今回の学会は 3 ⽇間あり、多くの講演、ポスター発表
があり、とても勉強になりました。たくさんの講演を拝聴して、ペプチドという学問分野は⾮常に広く、
私が思っていた範囲はごく⼀部ということを知らされたと同時に、まだまだたくさんのことを学ぶことが
出来ると感じました。 
また、他⼤学の先輩や同学年の⽣徒、先⽣⽅と交流する機会を設けていただいて、その場でもおもしろい
話を聞くことが出来き、⼤変刺激を受けました。今回の学会で⼀番刺激を受けたのは、同学年の学⽣が発
表しているということでした。私も来年は発表できるように、より研究に励みたいと思いました。 
私は今回の学会に参加して、ペプチド領域の壮⼤さを認識するとともに、その⾯⽩さを知ることが出来ま
した。また研究へのモチベーションが上がり、次回も参加したいと思いました。 
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 -------------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 学部 4 年） 
僕は 7/31~8/2 に⼋王⼦で⾏われました夏の若⼿ペプチド勉強会に参加させていただきました。今回の学
会講演の内容はペプチドについての内容ということもあり、僕も以前ペプチドの研究を少ししていたこと
もあって、今回の学会はとても楽しみにしていました。 
講演会では薬学分野だけでなく幅広い分野で活躍しておられる先⽣⽅のご講演を聞くことができ、とても
⾯⽩かったです。またポスター発表では、創薬懇話会で仲良くなった友達が発表していて、すごいなと感
⼼すると同時に⾃分も今の研究テーマを発表できるようにもっと頑張りたいなと思いました。また創薬懇
話会のポスター発表に⽐べ、たくさんのポスター発表を聞くことができ、またいろいろと質問もできたの
でより充実した時間となりました。 
そして今回の学会の醍醐味である毎晩⾏われた交流会では、たくさんの学⽣や先⽣⽅とお話できました。
また、佐藤さんや坂本さんと初めてお会いし今の⾃分の研究について少しだけですが話すことができたの
は、とても嬉しかったです。その他にもたくさんの先⽣とお話する機会があり、とても盛り上がった楽し
い交流会となりました。 
今回の学会を終えて、明⽇からまた実験頑張ろうと思ったのと同時に今まで⾃分が⾏ってきた研究テーマ
についてもう⼀度勉強し、これからの⾃分の研究テーマにつなげていけるようになりたいと思いました。
また、今回の講演会ではあまり質問できずその後の交流会で質問したりしてしまったので、今後は講演後
の質問時間でも積極的に質問していけるように努⼒したいと思いました。 
 -------------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 学部４年） 
先⽇、若⼿ペプチド勉強会に参加させていただき、他⼤学の学⽣や、企業で働いている社会⼈の⽅と交流
する機会をいただいた。同じ有機系の⼈であっても、分野が異なる⼈や、視点を変えたアプローチを取り
⼊れた研究に取り組んでいる⼈が多く、⾮常に興味深く刺激になる講演であった。質疑応答の時間では前
回参加した創薬懇話会と同じく学⽣が積極的に質問し、活発な議論となった。個⼈的には積極的に挙⼿
し、たくさん質問することができた。東⼤⽣は質問の質が⾼いだけでなく、研究室紹介における発表もユ
ーモアがあり、総合的な能⼒の⾼さを実感した。   
今回の勉強会での⼀番のイベントは夜の飲み会であった。先⽣⽅も含め、初対⾯の⽅たちと騒ぎながらた
くさん話ができた。こうしたイベントなどでできたつながりを⼤切にしていきたい。3 ⽇間という短い期
間で得たものは⼤きく、貴重なものであるので、今後に活かせるように努⼒していこうと思う。 
 ----------------------------------------------------------------  
以上 
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第 55回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬剤師会 

中国四国支部学術大会 参加報告  

就実大学（岡山市） 2016年 11月 5日（土）～ 6日（日） 

 
 ----------------------------------------------------------------  
（機能分子合成薬学分野 B4） 
先日、中四国薬学会に参加させていただき、初めて口頭発表をする機会をいただいた。今回の会場は想像
していたよりも小さかったが、初めての学会発表であったのでかなり緊張した。実際に発表してみると、
他人からの質問によって初めて気が付くことや、さらに理解が深まることもあり、改めてディスカッショ
ンの大切さを感じた。特に、他大学の先生方からの質問やコメントは核心を突くものが多く、これからの
研究における課題や研究の進め方などがより明確になった。同期の中にも学会発表をするのは今回が初め
てである人が多かったので緊張気味であったが、やはり同期の発表を聞くことは自分にとって良い刺激に
なった。初めての発表で感じたことは、自分がやってきたことが形になったことの嬉しさである。研究生
活の中でうまくいかないことも多く、落ち込むこともあるが、その苦しさの分だけ喜びを感じられること
が分かったことは大きな収穫であった。 
 ------------------------------------------------------------------  
以上 
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（⼩久保先⽣）

とても難しい
授業で習ったGPCRに関する内容は理解できました。アロステリックモジュレーターによって副作⽤が抑えられるということが
わかりました。
アロステリックモジュレーター⾃⾝は受容体のシグナルに影響を与えずに、リガンドのシグナル強度を調節するということが
興味深かった。また、アロステリック作⽤薬が少しの構造変換で正反対の機能変化を起こしうるということを⾮常に不思議に
感じた。
ムスカリン受容体のサブユニットの⼀つであるM5が選択的にポジティブアロステリックモジュレーターやネガティブアロステ
リックモジュレーターを作っているということを多くの実験結果を⾒せながら、説明してくださったので、その点は理解でき
た。
EVEがどのように体に作⽤し、痛みを軽減しているか、アラキドン酸やプロスタグランジンなど、わかる単語で説明してくだ
さったので、よく理解できた。研究者が普段⾏っている、計画から登録までの⼀連の流れが図で説明されていて、わかりやす
かった。
7回膜貫通型Gタンパク質共役型受容体やアゴニスト、アンタゴニストなど前期の授業で説明を受けた話に関しては少し理解が
できたように思われる。また資料が配布されたため、講演が終わった後に⾒返し、復習することができた。ムスカリン受容体
には５つのサブタイプ(M1~M5)があり、M5はアルツハイマー病や統合失調症などの疾患との関連をもっており、M5選択的ア
ロステリックモジュレーターでは、動態⾯での課題があるものの従来の薬と⽐べ副作⽤を軽減した薬剤となると期待されると
いうことが分かった。
GPCRに対する新しい⽅向性からの医薬品の創成を⾏ったということが⾯⽩かった。また、現在ではGPCRのほとんどがＸ線解
析できていないことや、そのわかっていない分⼦がターゲットになっていることはとても驚いた。
アロスティック作⽤薬は副作⽤の少ない理想的な薬剤となりうるが、その創薬研究は⾮常に難易度が⾼いと改めて感じた。
本講演で扱われた合成誘導体であるML375に関しても、その最適官能基を発⾒するまで、網羅的な検討をしており、置換基効
果による活性の挙動の読みにくさが⾒て取れた。⼀⽅で、⾮常に未発展な分野であるため、⾮常に興味深く、今後の展開に注
⽬していきたい。
新規ムスカリン受容体M５という不明な点が多いサブタイプをターゲットにしたというのが興味深い。
アドレナリン受容体と違ってムスカリン受容体はサブタイプ選択性のある医薬品がないのは何故なのか疑問に思ったことも
あったが、今回の講演でその簡単な理由が分かり、さらにサブタイプ選択的なムスカリン受容体作⽤薬の開発に向けてアロス
テリックモジュレーターが注⽬されていること知ることができ、興味深かった。

とても
わかりやすい

リガンド結合部位以外の部分に結合し活性を⽰すアロステリックモジュレーターとすることで、中程度の活性ながら⾼い選択
性を出すことが出来るという点がとても興味深かった。受容体のポケットというよりも表⾯に結合するアロステリックモジュ
レーターは、タンパク質タンパク質相互作⽤の阻害剤に似ていると感じた。このことから、ペプチド性のアロステリックモ
ジュレーターを⾒出すことが出来れば、標的に対して`⾯ʼで結合できるので⾼い活性が期待できるのではと思った。

   難しかった内容（①の回答別）（抜粋）

（永持先⽣）
とても難しい まだまだ専⾨的な知識が不⾜しているため、構造式などを⽤いた説明が難しかったです。

膨⼤な種類の中から、どうやって最適な分⼦を探しているのか不思議だった。
化合物を3つの部分に分けて、最適な構造のものを探り、作っていった過程のところが難しく感じられた。
薬剤のシス、トランスが薬効に影響するという話がよく分かりませんでした。また、エドキサバンは他の薬剤とは違い、経⼝
薬であるとおっしゃっていましたが、他の薬剤はどのような形状なのかが分かりませんでした。
FXaのS1、S4siteの話やL字型構造について、DX-9065aの結合様式など、専⾨⽤語が多くて、理解し難かった。専⾨⽤語を理
解したり予備知識を知った上で聞けばもう少し理解できたかなと思う。
結合サイト新規スペーサーを⾒つけるにあたって、どのような根拠でそのサイトやスペーサーを選択し、実験を⾏ったのかと
いう点
S1サイトとＳ4サイトをＬ字型にする所や⾮アミジノ型リード化合物などが難しかったです。
リード化合物の側鎖を変化させる場合、どのような側鎖にすれば良いのかを予測する過程をもう少し知りたかった。
化合物がS1siteやS4siteとどのように結合しているかがわからなかった。

とてもわかりやすい ⾷餌の負の影響に関して

（⼩久保先⽣）
とても難しい どの構造がなぜダメなのかよくわからなかった。

スライドが英語であったので、ほぼ理解できませんでした。英語の必要性を強く感じました。
ヒット化合物から誘導体を合成するところが、私にとっては難解に感じられた。また、そのあとに続く代謝や安定性について
の評価も難しいと思った。
具体的に、化合物の置換基を変えたり光学異性体で反応の違いを調べたりするのをどのように⾏うのか、そしてどのような原
理でそのようなことを調べることができるのかがあまりわからなかった。また、実際に薬の成分となる化合物を決定していく
研究の核の部分が難しかった。
専⾨⽤語や知識が多くあまりよく理解できませんでした。最初の創薬研究の流れのお話まではとても⾯⽩かったのに、後半は
私の理解が及ばなさすぎて聞いているのがつらかったです。参考資料を読ませていただきましたが、やはりほとんどわかりま
せんでした。もっと知識や論理的思考⼒をつけたいと思いました。
そもそものNAMの仕組み
実際にどのようにして活性部位以外のところにくっつくアロステリックモジュレーターを探し出すのかがわからず難しく感じ
た。
アロステリックモジュレーターを介した作⽤の増強、減弱のメカニズムがよくわからなかった。
ML380の窒素原⼦のα位が酸化されることにより⽣じるアミナールが脱離しているとなぜ推測できたのかがわからなかった。

とてもわかりやすい アロステリックモジュレーターの創製⽅法。

難しい

ふつう

わかりやすい

難しい

ふつう

わかりやすい

難しい

ふつう

わかりやすい
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 ④ ⾃由記述

（感想など）

理解が難しい内容もあったが、創薬の具体的な過程を知ることが出来、とても有意義な時間となった。また、将来、創薬に関わりたいという思い
が強くなった。
⽐較的わかりやすい⾔葉で講演をしていただけたので、今までの研究に関する講演より理解できるところが多かったし、⾯⽩そうと感じるところ
が多かったです。

貴重な経験ができたのでとても有意義であった。
創薬の難しさと⼤変さを改めて実感した。私も研究には興味があるので、これから勉強を頑張って何か興味を持てるものを探していきたい。
今後の研究に役⽴てられればいいと思った。
難しい内容だったが、創薬への興味が沸き、今後にも役⽴つ貴重なお話を伺うことができた。

今の私にはまだまだ内容が難しい講演会だったと思います。なので、発表してくださったお⼆⼈もそれに質問している⽅も本当にすごいなと思い
ました。数年後には⾃分もあのレベルにまでなりたいと思いました。⼤学に⼊るまで創薬にはあまり興味がなかったのですが、講義や今回の講演
会を通して少しずつ創薬の⾯⽩みがわかってきた気がします。実際に製薬会社に勤めている⽅のお話が聞けて良かったです。貴重な機会をありが
とうございました。
今回、製薬企業の⽅がどのような研究をなさっているのかを、実際働いている⼈から聞くことができ、もし製薬企業で研究するならば、こんな⾵
にするのだなというイメージができ、良い機会だったと思う。
今回はまだ私にとっては難しい内容であったと感じた。しかし、わかりやすく説明してくださりとても貴重な時間となった。今後の勉強や将来に
活かしていきたいと思う。
実際に創薬研究に関わる先⽣⽅から創薬研究の過程について詳しく話を聞くことができ⼤変勉強になりました。
企業の⽅からの話を聞かせて頂ける機会はあまりないため、⾮常に良い刺激となりました。
企業の⽅の創薬の話を聞くことができて⼤変ためになりました。
⾮常に興味深い講演だった。薬を作る過程や、合成について分かった。
研究内容はいずれも難しく、これからますます勉強に⼒を⼊れていかなければならないと感じました。⼀般企業の研究職の⽅のお話を聞くことが
でき、⾮常に貴重な経験になりました。

これまでにも何度か創薬についての講演を聞いたことがあったが、薬学部に⼊学して3年⽬であるため、授業で習っていることも多くこれまでの
講演と⽐べても理解できる内容が多く、得るものも多かったように思う。また、企業の様⼦など、その企業に勤めていることしか知り得ないこと
も発表してくださり、製薬企業をより⾝近に感じることができたように思う。
とても難しい内容で、理解できないところばかりでしたが、かっこいいと思いました。
今回は時間の都合上（卒論発表を聴きに⾏っていた）、1つ⽬の講演しか聞けなかったが、構造変換の話はとてもわかり易く、⾯⽩かった。ま
た、現状使われているヘパリンやワルファリンの問題点など、副作⽤によって患者がどうなるのかといった所も⼤変興味深かった。
⼩野薬品のオプジーボの薬価の⾼さには驚いた。いずれ半額に抑えられるとのことだったが、やはり医療費の増加が⼼配になる。
様々な企業における企業理念を⽿にしてきましたが、改めて創薬というものが多くの患者さんを救うことができる仕事であるということが実感で
きました。
普段聞けないような話を聞くことができて、とても貴重な機会だったと思います。

いまは難しいことが多いけれど、勉強をしてもっと理解を深めより興味を持てるようになりたい。
内容が難しいものであったので、今後しっかり勉強し、次回もっと理解できるようにしたい。
次に似たような発表会に参加する機会があった際に、より発表の内容が理解できるよう、授業をしっかりと聞いていきたい。
今回の講義は、演者の⽅が⼀年⽣に配慮してくださったこともあり、少しですが研究内容を理解することができました。新しい薬の発想、アイ
ディアから始まり、新しい化合物を合成し、正しく作⽤するかを確かめ終えるまで、⾮常に⻑い過程を経ていることを改めて実感しました。約3
万分の1という低確率の創薬の世界で、研究を重ねて成果をあげることは⾮常に困難でまた偉⼤なことだと思いました。
創薬の世界の奥深い可能性を実感できる、⼤変興味深い講演でした。
理解しきらなかったなりに実際の創薬について学べたと思う

内容の理解を深めていきたいと思った。また、英語を正しく理解できるようになりたいと思った。
講演を聴いていて⼀番感じたのは、⾃分の知識不⾜だった。今の段階ではまだ、説明の⼤部分を理解できていない状態なので、せっかくの講演を
聴く機会なのにもったいないと思った。これからは、もっと能動的に学習して、たくさんの知識を吸収していかなければならないと実感した。ま
た、今回の講演を聴いて、より良い薬を⾃分で考えて⾃分で作るという、創薬の魅⼒を改めて感じることができた。
薬剤の構造を決めるまでに⼤量のデータを必要とし、創薬の道のりは⻑いことが分かった。学年が上がって今回の講演を⼗分に理解できるように
なってからもう⼀度今回のような講演を聴きたい。
勉強不⾜な点が多く、理解できないことが多かった。もっと多くのことを学んで、理解できるようになりたい。
はじめは興味をもって話を聞いてみるが、やはり難しい内容や専⾨⽤語がたくさんでてくると、途中で理解できなくなって、⾯⽩くなくなってし
まう。疑問点が出てこないほどわからなかったので質問していた⽅はすごいなと思った。これから勉強に励み、このような話を聞いた時に⾯⽩い
と思えるようになりたいと思った。
専⾨⽤語が多く、薬学に⼊ったばかりでまだ未熟な私にはなかなか理解をすることができなかった。これからは薬学の勉強に励み、またこの様な
機会があれば積極的に参加し、⾃分の知識を深め視野を広げていきたい。

今までの薬学体験実習では知ることのできなかった薬剤の構造決定の⼿順を知ることができ、創薬に少し興味を持ちました。今の段階では薬剤師
の⽅が魅⼒的だと思っていますが、創薬という進路も考えてこうと思いました。
今回の講義を聞いて⾃分はまだまだ勉強不⾜だと痛感したのでこれからの講演などをきちんと理解して意味のあるものにするために⽇頃から創薬
に関する本やニュースを⾒て知識を増やしていきたい。
まだまだ専⾨的な説明を聞くには、基礎知識が⾜りず、説明のほとんどが理解できなかった。このような発表を理解できるように知識を⾝につけ
ていきたいと思う。
勉強を頑張ろうと思いました。
英語のスライドもあるので語学⼒も上げていかないといけない。
まだ、知識の少ない⾃分にとって、全体的に理解しにくい内容であった。これから知識をつけて理解できるようになりたい。
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（要望など）

今後⾃分が関わっていくであろう医薬品の成り⽴ちを⾒た。創薬への進路を考える上で⾮常に具体的で切実な経験ができたように感じる。⼀⽅⾃
分⾃⾝の知識の稚拙さや取り組みの⽢さも感じる内容であった。これからの学業の糧としていきたい。
今回はとても興味深い創薬研究についての講演を聞くことができてよかった。また創薬におけるアプローチの仕⽅なども学ぶことができた。
今回のように企業の第⼀線で働かれている⽅のお話を聞ける機会は頻繁にあることではないので、今後も機会があれば積極的に参加したい。
特に講演会後の座談会では、企業の採⽤状況などをはじめとして様々な話を伺うことができ、とても有意義な時間を過ごすことが出来た。
全体的に専⾨知識がほとんどない状態で聞いたのでとても難しく感じました。
あまり知識のない１年⽣にこの講演は難易度が⾼い。もう少し知識を得てから聞きたい講演だった。

今回の講義は私的には難しい講義でした。⾃分が知らないことが多すぎることに少しショックも覚えました。しかし、今回の講義を通して強く感
じたことはあります。それは、創薬という仕事は、成功する確率は低いのも関わらず、世界中の病気で苦しんでいる⼈々のために試⾏錯誤し続
け、薬を創り出すというとても魅⼒的で誇りある仕事であるということです。将来、創薬研究の道に進むのもいいと思いました。
よく理解はできなかったけれど、こういった研究内容を聞くというのはとても貴重な経験だと思う。英語のスライドにも慣れないといけないのか
なと思いました。
構造を変化させ問題を解決し、さらに問題が発⽣し、構造を変え解決する流れが聞いていて⾮常に興味深かった。
理解が難しいところが多かったが、これからの⾃分の⽬標であったり課題を発⾒できるいい機会であった。薬学に関する専⾨的な知識を⾝につけ
られるよう努⼒していきたい。

もう少し⾝近な薬の⽅が良いかもしれない

⾃分より上の学年がいるためそちらの⽅が対象だったかもしれないが、⼀年にとっては話の内容が⾼度でついていくことが難しかった
１年⽣が参加する必要はあったのでしょうか。
まだ専⾨教科の履修内容が浅い1年⽣には、理解するには難しい内容だったように感じました。
1年⽣にとっては知識が不⼗分であり、内容の理解に⽀障があったように思いました。
１年には聞いたことのない内容が多く、理解が難しいと思います。
⼩久保先⽣のスライドが途中から全て英語だったので難しかった。
勉強不⾜のせいでもあるのだろうけど、専⾨⽤語なのか知らない単語が多かった。
専⾨的な⽤語やまだ学年が低いため専⾨の講義で教わっていないことなどが説明やスライドにでると何を⽰しているのか知りたいと思ってもわか
らないと感じる部分があった。

本当に難しすぎて聞いていてきつかった。２⼈⽬の⼈のように事前にレジュメが欲しい。

⼩久保さんの発表についてで、海外の⼤学に在籍されていた時の研究についての発表ということで英語なのは仕⽅ないのかもしれないが、やはり
⽇本語でスライドを作っていただいていたらもっと理解が深まっただろうなと思う。

お話してくださる先⽣の研究について完全に理解するのは、学⼒上無理があるかもしれないが、その分野の⼊り⼝の基礎知識だけでもあらかじめ
少し学ぶ機会があれば、もう少し関⼼が⾼まったかもしれない。
事前学習を⼿厚くするべきである。

創薬の現場がどのようなものなのかを知るきっかけとなる、よい機会だったと思う。ただ、両⽅の講演について資料があれば、より理解が深まっ
たのではないかと感じた。

講演会後の座談会を含めて⾮常に有意義でした。特に座談会では講演内容以外の話 (研究者に必要な能⼒や研究室で今しておくべきことなど) 多
くの話を聞くことができて貴重な時間でした。個⼈的には少⼈数だったので話しやすく良かったですが、下級⽣や他研究室の⼈もせっかくの機会
なのでもっと参加するようになれば事業としてももっと良くなるかなと思います。

時期の都合等あるとは思いますが、できれば6年⽣の⽅々の卒業論⽂発表の⽇にちとはずらしていただけるとありがたいと感じました。

できれば両⽅の⽅のスライドを紙媒体で配って欲しかったです。
レジュメがあればもう少し話についていきやすかったなと思いました。

前半の永持先⽣の講演は⼤変分かりやすく拝聴させていただいた。だが、後半の⼩久保先⽣の講演は⾃分は理解ができなかった。現在の創薬の状
況を３年⽣をメインとして知らせる⽬的があったのかもしれないが、１年⽣は薬学体験実習の⼀環として参加しているのだから、難しいものでも
⾃分たちとなじみのある新薬の研究成果などを発表していただく⽅がよかったのではないだろうか。

⾮常に興味深い講演会だった。私は薬理学の研究室に所属しているため、個⼈的な希望として受容体絡みの話が聞いてみたいと思った。
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特別講演会 

（創薬人育成のための創薬実践道場教育構築事業） 

薬学部を卒業して 

平成 28年 12月 22日（木） 

講師：玉村啓和 先生（東京医科歯科大学） 

   林 良雄 先生（東京薬科大学） 
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特別講演会「薬学部を卒業して」（2016.12.22） アンケート結果 アンケート回収 （B1）83名

① 今回の講義で最もインパクトを受けたことはなんですか？具体的に記⼊してください。
（抜粋）

それぞれの先⽣⽅の⼤学以降の⼈⽣が全体的に印象的でした。今回の講演で聞いた先⽣⽅の薬学部卒業後の進路は、⾃分の想像を超えてきまし
た。尊敬できる⼈との出会いや周りの⼈からの助⾔で、⾃分の未来は⼤きく変わるということを知りました。

「笑い」が必要であるというお話に最もインパクトを受けました。薬学の勉強をしていく上で、笑いが必要であると考えたことはないからです。
ただひたすらに勉強することしか考えていませんでした。お話を聞きなるほどなぁと思いましたが、今の薬学部のシステムでは難しいなと感じま
した。

ワルになれという今まで決して⾔われることがなかった⾔葉。

どの⽅も、聞いていると楽しくなっていた。これはやはり、全員がその⼈⽣を、職業を⼼から楽しい、やりがいがあると思っているからだと思
う。研究することの輝きを⼤きく⾒いだせた貴重な時間であった。

今回の講義を聞いてまず、先⽣⽅の仲の良さに驚きました。同じ釜の飯を⾷った仲間同⼠とおっしゃっていたんですが、学年的にも離れている
し、今では住んでいる場所も離れてしまっていますが、ずっと研究室仲間としての関係以上のものを保っているのを羨ましく思い、また⾃分もそ
んな仲間との出会いを期待したいです。でもそんな関係が成り⽴つ上で⼀番⼤切なのは、研究室選びだと確信しました。いい教授と出会い、なに
よりその教授のもとで研究を楽しむ⼼を持ちつつ研究することが、いい仲間と出会わせてくれるのだと思います。

⼊った学校よりも⼊った研究室の⽅が将来に関わってくるということ。

今回の授業で、笑顔が⼤事といわれて驚いた。今まで、コミュニケーション能⼒や知識などがいわれることが多かったが、笑顔は⾔われたことが
なかった。しかし、聞いてみて、⼤事と思った。また、ほかにも、構造を知ることが⼤切であることや薬学における⽣命指向型化学が創薬にな
る、といったことなどが⼼に残った。

薬学部出⾝者の汎⽤性の⾼さに本当に衝撃でした。もちろん、⼤学に⼊ってから薬学部の職業の多さは知ることがありました。しかし実際に今回
の先⽣⽅のお話を聞いてそれを実感しました。⾃分は薬剤師になりたくて薬学部に来ましたが今回の話を聞いてそれだけではないことを実感しま
した。

⼤⾼先⽣のお話の中で⿃のカナリアと化学をかけていた点がとてもインパクトがありました。構造式が分からないのは薬学⼈ではない、化学こそ
薬学を特徴づける教養であるという⾔葉がとても頭に残っています。

現在教授でいらっしゃる三⼈の先⽣が、それぞれ異なる⼈⽣を歩んでこられたことに驚きました。また、薬の構造式と性質の関係についてでは、
もっと有機化学を学びたいと思いました。特にリレンザとタミフルの違いについて話がとても興味深かったです。

薬の顔相学は⾃分の知識不⾜を考えさせるものであった。

⽟村先⽣の「HIV⾃⾝もエイズに効くものを持っているのではないか」という発想にインパクトを受けた。普通なら、エイズに効く成分を他の物
質から探し出そうとするものだと思っていたが、原因となるウイルスから有効な成分を⾒出すという考えはなかなか思いつかないことだと思う。

遊ぶことも⼤事といったのがインパクトがあった。なぜならば、先⽣⽅は皆京都⼤学出⾝であったが、京都⼤学の学⽣は、研究とかに追われてい
るイメージがあったので、そのような⽅から、遊ぶのが⼀番⼤事というようなお話は驚きであった。

私が今回の講義で最も印象に残ったのは、⼤⾼先⽣の「化学こそ薬学を特徴づける教養」というお話だった。患者さんに直接触れることがない薬
剤師は、今後ロボットに変わっていけるのではないかと聞き、そのように考えたことがなかったため驚いた。くすりの顔を⾒て、そのくすりの効
き⽬などの情報を理解できるようにしっかりと知識を⾝につけていきたいと思う。

３⼈の先⽣⽅から頂いた学⽣へメッセージが印象的でした。進学、研究していく上で⼤切なことは発想、偶然、楽しむことだと激励していただき
ました。特にセレンディピティ、偶然を掴み取る能⼒を、学習や経験を積んで⾝につけていきたいと思いました。

⽟村先⽣のお話の中で、研究で、仮説は結果的には間違っていたけど、⼤きな発⾒をし、⼈々の役に⽴つ薬を開発した、ということがありまし
た。仮説と違った結果になることがあることはわかっていましたが、そこから⼤きな成果が得られるというのにとても驚きました。発想って私が
思っていた以上に⼤切なものなんだなと感じました。

林先⽣がおっしゃっていた、「10年後にも薬剤師という職業は存在するのか？」ということ。今まで考えたこともなかったので、衝撃を受けた。
その中で⽣き残っていくには、経験からくる創造⼒とかひらめきといった⼈間にしかないものが必要になってくるし、そのために努⼒し続けなけ
ればならないと感じた。

島を買おうとしている⼈がいたこと。

⼤⾼先⽣のお話では、薬学部で勉強すれば物質の構造を⾒ただけで薬の効き⽬がわかるようになると知って驚いた。他学部では学ばないようなこ
とを、これからどんどんしっていけるんだなとわくわくした。⽟村先⽣のお話では、偶然の思いつきが⼤きな発⾒につながるんだなと衝撃を受け
た。ちょっとした思いつきだけど、これは今まで学んできたからこその発想なんだなと感じた。林先⽣のお話では、前向きに⽣きていくことが⼤
切なんだなと思った。たとえリストラされても、⾃分のしたいことを諦めずに突き進んでいくような⼈になりたいと思った。

⾃分のやりたいことをやるためには、⾃分で選んで進んでいかなければならないんだと改めて思いました。「苦労はお⾦を払ってでもすべし。」
という⾔葉を聞いて、今までの⼈⽣を思い返してみても、そういう経験はなかったように思ったので、私もハードボイルドに⽣きていこうと思い
ました。

林先⽣のお話で、⼀度リストラされていた、という話に驚きました。しかし、その後、就職できたのは⼤学の時の教授からのつながり、というこ
とを聞いて薬学⼈として実験や勉強も重要であるが、⼤学で同じ時を過ごしてきた仲間とのつながりもそれと同じくらい重要なんだな、と感じま
した。

最後に講演をしてくださった林先⽣のお話の中にあった、強くなりたい⼈への処⽅箋の内容に最もインパクトを受けた。特に1)ワルになる、2)険
しい道を歩めば・どん底を味わえば・踊り続ければ強くなるという⾔葉の印象は⼤きかった。これは⾃分の今までの考え⽅とは⼤きく異なるもの
だったため、これからの⾃分⾃⾝のことを考えさせられるものであった。⼤変勉強になった。
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 ④ ⾃由記述 （全コメント）

  感想など

薬学部出⾝の先⽣のお話を学⽣時代の頃のことから聞くことができたのは初めてで、現在⼤学１年⽣である⾃分がどのように過ごすべきなのか考
えさせられました。中には様々な企業に勤めて今に⾄る先⽣もおられ、研究者にもいろいろな経歴の⽅がいらっしゃるのだと感じました。また、
研究者・薬剤師として働くうえで有機化学の基礎的な学問分野がいかに⼤事であるかということを教わったので、今後は基礎をおろそかにせず、
有機化学に⼒を⼊れていきたいと考えるようになりました。

知識不⾜を感じた。薬学という学問のプロフェッショナルを⽬指すにあたり、険しい道の上で踊り続け、しっかりと学を⾝につけていきたいと思
う。

薬学部における有機化学を学ぶことの重要性がよく分かりました。有機化学に苦⼿意識がありましたが、今⽇の講演を聞いて、構造に注⽬すると
有機化学はとても⾯⽩いと思いました。今後、⼤学の講義で有機化学の構造をより深く学んでいきたいと思います。今⽇の講演は⼤変興味深かっ
たです。ありがとうございました。

実際の薬学部出⾝の⽅のお話が聞けてよかったですが。京⼤に⾏った理由などを聞くと、⾃分とは世界が違うなと感じました。

話の内容はとても参考になったが、”なんとなく”京都⼤学に⾏ったという⼈が多くて、少しではあるがレベルの差を感じた。しかし、話によると
徳島⼤学と京都⼤学では学⽣の頭の良さはあまり変わらないということなので、これから頑張っていきたい。

この講演に参加してよかったです。薬学を学ぶ上で⼤事なことを再確認できたような気がします。

全部を本気で聞けた講演会は初めてだったと思う。勉学の楽しさなどあいまいに語られることが多いものを⾃⾝の体験談をリアルに⾒せつけてい
た点が⾮常に興味をひかれた。⼀年⽣の試験すら難しくてたまらない⾃分にとって難解な話を聞くより、学ぶ上でどう動くべきかなどを聞くほう
が⾯⽩いと感じた。

化学をしっかり勉強しようと思った

薬学部を卒業されて、今教授として活躍されている先⽣⽅のお話を聞くことで、⾃分がこれからどのようなことを⼤切にして学⽣⽣活を送って
いったらいいのかということや、これからの⼈⽣をどういうふうに考えていったらいいのかということが学べたと思います。お話はとても⾯⽩
く、ためになることがたくさんあったので、講演会で聞いたことを参考にして、学校⽣活を送れるようにしたいと思いました。

今回の講演では、今まで持っていなかった新たな考え⽅を得ることができました。今後の⾃分の進路を考える上で参考になる貴重なお話を聞くこ
とができました。

⼤髙先⽣は、セロトニンからの薬の導かれ⽅を分かりやすく噛み砕いて細かく教えて下さりました。未熟ながらにも理解できた気がしましたし、
とても創薬に興味が湧きました。新しいことを理解できるということはやはりとても楽しいことだなと思い、これからも勉強に励んでいこうと思
いました。

歌を忘れたカナリヤ（構造式を忘れた薬剤師）の話はすごく納得したし、医者・看護師にはできない化学的に薬を分析し構造式から薬をみること
ができるように有機化学を特に頑張りたいと思ったし、薬学部を卒業された先輩の話からリスクのない⼈⽣がリスクだという⾔葉を胸に挑戦して
いきたいと思う。

講師の先⽣⽅から、⾃らの薬学を学ぶきっかけや経験談、研究内容の⼀部の紹介や学⽣へのメッセージなどの貴重なお話を伺うことができまし
た。より薬学や有機化学分野への興味が深まり、学習意欲が⾼まりました。３⼈の先⽣⽅、楽しいお話を聴かせていただきありがとうございまし
た。

講師の先⽣たちは学⽣時代では予想できていなかった道に進まれているのだなと感じた。

先⽣⽅の実際の経験談を聞くことができ、とても貴重な時間になりました。薬学部を卒業することがゴールではなく、その先もたくさん道があっ
て⾃分もいろんな経験をしていくのかなと思いました。今学⽣のうちに⾃分の将来についてきちんと考えて具体的な夢が⾒つけられたらいいなと
思いました。

貴重なお話ありがとうございました。⾃分の課題を⾒つけ、将来につなげていけるように努⼒していこうと思いました。また、⼈とのつながりを
⼤事にしていこうと思いました。

勉強以外にも⼤事なことがたくさんあると学べて、とてもためになる講演だった。そして、同じ薬学部でも将来の選択肢が多岐にわたることを改
めて実感できてよかった。

先⽣⽅、とても参考になるお話をありがとうございました。今までは薬剤師免許を取って就職すればいいかと考えていましたが、それだけではつ
まらない⼈⽣になってしまう、と気づかせていただきました。これからの学⽣⽣活を将来に活かせるよう⽇々を過ごしていきたいと思います。本
当にありがとうございました。

薬の顔相学に関する話はとても興味深い話でした。将来きちんと薬の構造を把握した薬剤師になりたいと思いました。

⾃分は将来薬剤師になりたいのだが、講演会の中で最近の薬剤師は薬の効果や副作⽤は覚えているものの、作⽤機序など薬剤師にしかわからない
ようなことを知らないので、医者や看護師にでもできるといわれても仕⽅ない状況であると聞いたので、将来薬剤師になれたときは薬剤師の専⾨
的な知識などを中⼼として、薬剤師としての能⼒を⾼めていきたい。

今はまだ将来どのようなことをやりたいのか、やっていきたいのか分かりませんが、とにかく進んでいくしかないので、後悔だけはしないように
⾃分にできる精⼀杯のことをやりたいと思った。それは勉強はもちろん、遊びも含めて⾃分の⼈⽣を豊かにすること全部に関して当てはめていき
たい。私の夢を最後まで⾒失わずに頑張っていこうと改めて思った。

⼤⾼先⽣からは有機化学を極めることの⼤切さを、⽟村さんからは間違っていても発想を持つことの⼤切さを、林さんからはチャレンジすること
の⼤切さを学んだ。また、先⽣⽅のように互いに切磋琢磨しながら何年先でもつながりを持てる友⼈の存在は⼤事だなと思った。今回の講義で
は、勉強⾯はもちろん、それ以外の⼤切なこともたくさん学ぶことができ、本当に貴重な時間だった。ここで学んだことをこれからも忘れずに、
⾃分の将来を考えながら勉強や遊びに励んでいきたい。

薬学部は幅広い分野で活躍できる⼈が多いことがわかりました。

卒業後も⼤学に残って研究するという選択肢は、今まで全く考えたことがなかったが、何かを発⾒したり研究したりすることも、ある種のワクワ
クを感じることができる、素晴らしい選択肢なのではないかと思い始めた。もちろん、そのワクワクに達するまでのそれまでの道のりは⻑いだろ
うが、その分達成感も⼤きいだろう。
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貴重なお話をたくさん聞かせていただき、私にとってとても有意義な講義であった。今回学んだことを今後に活かしていきたい。

今までまだ雲のような創薬者、あるいは研究者としての展望、進路であったが、⽣の声を聴き、あるいはそういった⼈⽣論を聞けて⾮常に有意義
だった。このような講演をしてくださった話し⼿の⽅々、並びに機会を与えてくださった⼤⾼教授にとても感謝している。

⾃宅から少し離れた⾃転⾞１５分のところにあるという理由でいとも簡単に京都⼤学にさらっと⼊学する先⽣たちは天才だと思いました。また、
卒業した後も同じ⼤学の同じ研究室の仲間は⼀⽣の付き合いになるということに感銘を受けました。卒業して何⼗年も経った今でも、こんなにも
親交の深い先⽣⽅を⾒て、私もいつかこんな関係が築けるような研究室の仲間を持ちたいと思いました。

今回の講演を聞いて、もっと⼈との出会いを⼤切にしようと改めて思いました。薬学部の同期はもちろん、サークルの先輩、後輩、そして2年後に
お世話になることになる研究室の⽅々など、様々な場⾯で関わる、様々な⼈たちとの出会いひとつひとつを宝にして、⼒になれる時は助けたり、
時に助けられたりしながら、⾃分の財産にできたらなと思います。今回はお忙しい中、⼼に残る講演をしていただきありがとうございました。

今回特に印象に残ったのは、講義をしてくださった先⽣同⼠の仲の良さと先⽣のお話の⾯⽩さでした。研究室でたまたま同じになって、学年も離
れていたりしてもあんなに仲が良いのは素敵だと思いました。

研究の楽しさと難しさ、両⽅を実感することができました。特にセレンディピティという⾔葉が印象に残っています。偶然と洞察⼒によって予期
しなかったことを発⾒すること、洞察⼒があってこそ偶然を導くことができるのだと感じました。楽しんでやる、先を考える意識、好奇⼼、スペ
シャル、思いやり、笑顔など、この講演で聞いた⾔葉を思い出してこれからの学⽣⽣活を送っていきたいと思います。

林先⽣のお話は個⼈的にとても共感できた。⽟村先⽣のお話の最後にあった「セレンディピティ」は、以前参加した湯川先⽣の講演会でも聞いた
ことがあり、どの研究にもつきものなのだと感じた。お話をしてくださった先⽣⽅は皆さん楽しそうで、研究に興味を持てた。

転勤やリストラを経験されても踊り続ける、頑張り続けることを学びました。

苦労したいとは思わないものの、苦労して難題に⽴ち向かえばいつか⾃分のためになるということがわかりました。ワルになれ、という⾔葉がと
ても印象に残っています。研究室選びがとても重要だということがよくわかりました。

今回の講義は、少し難しい部分もあったけど、興味深くためになるお話を聞くことができて、とても良かったです。⾃分の学⽣⽣活を⾒直す良い
きっかけとなりました。

今回の講演は⾃分の進路選択にとってとても勉強になることが多かったので、とても有意義な講演でした。
難しい研究の話ばっかりではなく、私たち⼀年⽣の⽬線に合わせたお話もあったので、わかりやすかったし、⾯⽩かったです。
講師の先⽣の話がおもしろかった。
このような機会は⼀年⽣にとってとても貴重だとおもっています。

先⽣たちの経験談を聞いて、良いことも悪いこともあるけれど頑張り続ければ何とかなるなだということが分かりました。ありがとうございまし
た。

とてもためになりました。

先⽣⽅の話はユーモアを交えられていて、とても楽しんで聞くことが出来ました。これからこの話を活かせるように学⽣⽣活を送りたい。

講師の⽅それぞれが本当に⾯⽩くて、もう⼀⼈の⽅のお話も聞きたかったです。それぞれの⼈⽣があって、私もこれからいろんなことにぶつかる
んだろうなと思いました。でも今回の話がきっとその時に助けてくれるような気がしました。

今回の講義は、内容もわかりやすくて⾯⽩かったです。
素晴らしいお話ありがとうございました。あとから振り返った時に後悔しないような、⼈⽣を送りたいです。

講師の⽅に笑いを交えた楽しい講演をしていただき、その中で初めて考えたことがたくさんあったため、とても有意義な時間を過ごすことができ
ました。貴重なお話をありがとうございました。今後に活かしていきたいと思います。

⼤変楽しく聞かせていただきました。これからの⼤学⽣活に役⽴てたいと思います。

⼤髙先⽣のカナリアの薬剤師版の替え歌には感銘を受けました。また林先⽣のお話において、「険しい道を歩めば⼈は強くなる。どん底を味わえ
ば⼈は強くなる。踊り続ける」という⾔葉を聞き、今後⼤きな苦難にあったとしてもこれを乗り越えれば⾃分はまたひとまわり強くなるのだと思
い頑張ろうと思いました。先⽣⽅、年末のお忙しい中、私たちのためにお越し下さり貴重なお話をありがとうございました。

レポートの材料になればいいという程度で発表のメモを取り始めましたが、どの講師の先⽣⽅の発表の内容も⾃分の学⽣⽣活、将来にに役に⽴ち
そうな内容でしたので、メモを取っておいてよかったと⼼から思いました。今後に活かしたいと思います。ありがとうございました。

今回薬学部を卒業した⽅の様々な体験談が聞けて、本当に貴重な体験になりました。私も今後、⾃分がどのような仕事に就きたいのか、何がした
いのかをしっかり考えなければならないと思いました。そのためにも、今私ができることを⼀つ⼀つやっていきたいです。ありがとうございまし
た。

やはり、薬剤師の国家資格は取るべきだと思いました。

三⼈の先⽣が⾊々な体験を話してくれるのでとても⾯⽩かった。

いろんな⾯⽩い話を聞かせていただいてとても楽しかったです。こういった先⽣⽅の体験談は興味が湧くし、聞いていて⾯⽩いのでこれからも続
けて欲しいと思います。

テストなどがなくて腑抜けていた時期にこういった刺激的なお話を聞けて本当によかったです。堅苦しい雰囲気ではなく笑いも交えての講義だっ
たので⾯⽩かったしためにもなりました。

今回の講義は将来、薬学を担うものとして素晴らしく、ためになるものばかりであったと思いました。時に、笑いを交えながら、時に、難しく、
時にシンプルで分かりやすくしてくださったお話はとても強く記憶に残りました。またこういう機会があればいいなと思いました。

教授⽅の経験談をもとに、薬学部を出てからどういった将来がありうるかを具体的に考えることができました。貴重なお話をありがとうございま
す。

今回の講演で講師の先⽣の話を聴いて、⼤変刺激を受けた。またそれぞれのお話は興味深く、勉強になった。またこのような機会があればいいと
感じた。

時間を事前に⾒たときは⻑いなぁと思っていましたが、あっという間に終わりました。それぞれの先⽣が極端な⼈⽣を歩んでいて、とっても⾯⽩
かったです。⼀年のうちにこのような話が聞くことができる機会があるのいうのは贅沢なことだと思いました。来年の⼀年⽣にも参加させてあげ
て欲しいです。
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質問・要望など

講演会に来られる⽅が⼤髙教授の同研究室の⽅ということもあり、ペプチドや京都といったことに話が傾いていた気がする。もう少し、別のルー
トを歩んだ⽅のお話も聞けれたらいいなと思った。

２⼈⽬に講演をしていた先⽣のスライドが途中で英語になった時に、字が⼩さくて後ろからは⾒づらいと感じた。

もう少し早く講演会があることを教えてほしかったです。
研究内容の説明をもう少しわかりやすくしてほしかったです。

⼤⾼先⽣が講演の最後に「カナリヤ」を有機化学を忘れた薬剤師の唄に変えていたのが⾯⽩かった。

今回は専⾨性の⾼い研究の話というよりは、もっと肩の⼒を抜いた話が多かったので、とても楽しく聞くことができました。研究室での話が沢⼭
聞けて⾯⽩かったです。ますます研究者への夢が膨らみました。ためになるお話をたくさん聞かせていただいたので、今後に活かしていきたいと
思います。貴重な経験をありがとうございました。

まずこのような⾯⽩い先⽣⽅の経験を講義として聞ける機会を作っていただいた⼤⾼先⽣に深く感謝したいです。もう⼀⼈の先⽣の話を⼀番楽し
みにしていた為、不幸事とはいえ聞けなかったのは残念です。しかしその代わりに⼤⾼先⽣のお話も聞けてよかったです。林先⽣の抗体に薬成分
の付与をするという研究を聞いてて、今授業でしている免疫に関わる内容で、⾯⽩いなと思いながら聞いていました。また⽟村先⽣の講義のなか
でおっしゃっていたと思いますが、同じ薬を投与していく上で病原体が薬の耐性を持つから研究者とのいたちごっこという話がありました。それ
で思い付いたことなんですが、薬⾃⾝にもその耐性に対して変化するような遺伝⼦のようなものを取り⼊れたりってできないんですか？それで薬
と病原体同⼠にいたちごっこさせておけば、投薬する種類が少なくすんでいいのではないかと思いました。無知なので変なことを⾔っているかも
しれませんが、少し疑問に思いました。いろんな話を聞けて、⾃分は薬学部に⼊って創薬の研究者になりたいと常に思っていたので、すごく刺激
になりました。ありがとうございました。

なかなか普段は聴けない話を聞くことができてすごく参考になったし興味深かったです。野⽔先⽣のお話が聞けなかったのがとても残念です。ま
た機会があれば聞けたらいいなと思います。

どの先⽣も、野⽔先⽣の話は⾯⽩い、と⾔っていたので、聞けなかったのがとても残念。
講師が⼀⼈来られなくなってしまったのが残念だった。おもしろそうなので、機会があればその⽅の話も聞いてみたい。
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（創薬人育成のための創薬実践道場教育構築事業） 

（多機能性人工エキソソーム(iTEX)医薬品化実践を

通じた操薬人育成事業） 

合同シンポジウム 

平成 29年 2月 13日（月） 

講師：佐々木 茂貴 先生（九州大学大学院 教授） 

二木 史朗 先生（京都大学化学研究所 教授） 
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平成 28年度特別経費事業 

創薬人育成のための創薬実践道場教育構築事業 

多機能性人工エキソソーム(iTEX)医薬品化実践を通じた操薬人育成事業 

 

 

合同シンポジウム 
 

要旨集 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 2 月 13 日（月）13:30～17:15 
 

於 徳島大学藤井節郎記念医科学センター １Ｆホール 
 

 

 

 

 

 

徳島大学薬学部 
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Program 

 

13:30－13:35 開会挨拶 

  大髙 章 薬学部長 

 （徳島大学大学院医歯薬学研究部 機能分子合成薬学分野 教授） 

 

 

 

第 1 部 研究発表会 

 

13:35－14:00 「脾臓辺縁帯 B 細胞標的型の新規がんワクチン開発とがん治療への応用」 

  清水 太郎（徳島大学大学院医歯薬学研究部 総合薬学研究推進学 特任助教） 

  【座長：異島 優】 

 

14:00－14:25 「ペプチドへの直接的不斉反応を基盤とする 

新規非天然アミノ酸含有ペプチド合成法の開発」 

 猪熊 翼（徳島大学大学院医歯薬学研究部 総合薬学研究推進学 特任助教） 

 【座長：重永 章】 

 

 

第 2 部 特別講演会 

 

14:25－15:15 「ペプチドを用いた細胞内デリバリー」 

  講師：二木 史朗 先生（京都大学化学研究所 教授） 

  【座長：小暮 健太朗】 

 

 

15:15－15:30 Break 

 

 

15:30－16:20 「酸化ストレスを介した臓器障害の分子機構解明と創薬戦略」 

  講師：丸山 徹 先生 （熊本大学薬学部薬剤学分野 教授） 

  【座長：石田 竜弘】 

 

15:30－16:20 「DNA および RNA を標的とした選択的認識分子・反応性分子の創成」 

  講師：佐々木 茂貴 先生 （九州大学大学院薬学研究院 教授） 

  【座長：南川 典昭】 

 

 

 

17:00－17:05 閉会挨拶 

  佐野 茂樹 

               （徳島大学大学院医歯薬学研究部 分子創薬化学分野 教授） 
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脾臓辺縁帯 B 細胞標的型の新規がんワクチン開発と 
がん治療への応用 

 
清水 太郎 

徳島大学大学院医歯薬学研究部 
 
 がんワクチンは、がん細胞に発現する抗原を用いて免疫を行い、抗腫瘍免疫を誘導する

ことを目的としている。がんワクチン効果を最大限に発揮させるためには、がん特異的な

抗原を適切な免疫細胞に送達させる必要がある。これまでに、抗原提示細胞の代表格であ

る樹状細胞を標的としたキャリアについて数多く研究されてきた。しかし近年、B 細胞へ

の抗原送達が抗腫瘍免疫誘導に有用であることが報告された。演者は、薬物キャリアとし

て汎用されている PEG 修飾リポソームをある投与間隔で 2 回繰り返し投与することによ

り、2 回目投与リポソームが辺縁帯 B 細胞に送達されることを見出した 1)。さらに、2 回

目投与リポソーム中にがん抗原を封入することにより、抗腫瘍免疫が誘導され、腫瘍成長

が抑制されることも明らかにした。しかし本手法では 2 回のリポソームの投与が必要であ

る。辺縁帯 B 細胞によるリポソームの取り込みに補体が必須であることを明らかにしてい

たため 2)、補体活性化能を持つリポソームを用いることで 1 回の投与で辺縁帯 B 細胞を標

的化できるがんワクチンを開発できるのではないかと考えた（図 1）。本講演では、補体活

性化リポソームを用いた脾臓辺縁帯 B 細胞標的化がんワクチン開発について紹介する。 

 
【参考文献】 
1. Shimizu T., Ishida T., Kiwada H., Immunobiology, 218: 725-732 (2013)   
2. Shimizu T., Mima Y., Hashimoto Y., Ukawa M., Ando H., Kiwada H., Ishida T., 

Immunobiology, 220; 1151-1160 (2015) 

60



演者略歴 
【学歴・研究歴】 

2007 年 3 月 徳島大学薬学部製薬化学科卒業 

2009 年 3 月 徳島大学大学院薬科学教育部医療生命薬学専攻博士前期課程修了 

2009 年 4 月 株式会社廣貫堂 （2011 年 7 月まで）  

2011 年 10 月 徳島大学大学院薬科学教育部医療生命薬学専攻博士後期課程入学 

2013 年 4 月 日本学術振興会特別研究員（DC2） （2014 年 9 月まで） 

2014 年 9 月 徳島大学大学院薬科学教育部医療生命薬学専攻博士後期課程修了 

博士（薬学）取得 

2014 年 10 月 徳島大学大学院医歯薬学研究部 特任助教 

       （2015 年 4 月～2015 年 9 月 University of British Columbia 留学） 

 

【受賞歴】 

2016 年 8 月 Postdoctoral Presentation Award （日本薬学会第 41 回製剤・創剤セミナー） 

2016 年 9 月 Postdoctoral Presentation Award 2016 （第 25 回DDS カンファランス） 
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演者略歴 
【学歴・研究歴】 

2005 年 3 月 京都大学薬学部総合薬学科卒業 

2007 年 3 月 京都大学大学院薬学研究科創薬科学専攻修士課程修了 

2008 年 4 月 日本学術振興会特別研究員(DC2) （2008 年 11 月まで） 

2008 年 11 月 京都大学大学院薬学研究科創薬科学専攻博士後期課程中途退学 

2008 年 12 月  京都大学大学院薬学研究科 特任助教 

        薬学博士取得 

2012 年 1 月 スクリプス研究所化学科（アメリカ） 博士研究員 

2013 年 9 月 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 特任助教  

2015 年 4 月 徳島大学大学院医歯薬学研究部 特任助教 

 

【受賞歴】 

2016 年 12 月 塩野義製薬研究企画賞（有機合成化学協会） 

  

63



ペプチドを用いた細胞内デリバリー 

 
二木 史朗 

京都大学化学研究所 
 
 HIV-1 Tat タンパク質や Drosophila Antennapedia タンパク質の細胞内移行能の発見に端を

発し、種々の膜透過を示すペプチド[cell-penetrating peptide (CPP)、もしくは protein transduction 

domain (PTD)と総称]とそれを用いた細胞内送達が報告されてきている[1]。これらのペプチ

ドと細胞内に導入したい分子との架橋体、あるいは安定な複合体を形成させることにより、

親水性が高く、本来膜透過性を有しないタンパク質やナノ粒子が細胞内に効果的に送達さ

れることが示されている。アルギニンに富む塩基性膜透過ペプチド（アルギニンペプチド）

は、条件に応じて細胞の生理的取込機構であるエンドサイトーシスと直接膜透過の両方の

経路で細胞内に移行する[2]。本講演では、アルギニンペプチドの細胞内移行機序に関して

概説するとともに、その可能性と問題点に関して討論したい。 

 一方、抗体は、その高い標的特異性により、細胞内情報伝達制御や可視化のためのツール

として大きなポテンシャルを有している。抗体サイズの物質の細胞内導入にはエンドサイ

トーシスを介する経路が現実的と思われるが、アルギニンペプチドは膜傷害性が比較的低

く、エンドソーム膜の傷害性は余り高くないと考えられる。このため、アルギニンペプチド

と相補的な特性を有するエンドソーム放出促進ペプチドを開発することにした。エンドソ

ーム膜への選択的な傷害を実現するため、高い膜傷害性を有する塩基性毒素ペプチドをデ

ザインテンプレートとし、細胞内外で膜傷害性をスイッチすることを考えた。細胞毒性の低

減とエンドソーム膜の効果的な傷害性の発揮を目指し、配列中の疎水性アミノ酸を酸性ア

ミノ酸に置換した誘導体を作製した。この誘導体存在下に高分子薬物モデルとしてポリデ

キストラン（10 kDa）や抗体（IgG、~160 kDa）を細胞に投与したところ、これらの分子の

細胞内（細胞質）への効果的な送達が確認できた。エンドソーム内包物の放出促進機序の検

討から、このペプチドは従来にない種々のユニークな特性を持ったペプチドであることが

明らかとなった。 

 

[1] Futaki et al., Curr. Pharm. Des. 19, 2863–2868 (2013) 

[2] Pujals et al., ACS Chem. Biol., 8, 1894–1899 (2013) 

64



演者略歴 

学歴   昭和５８年３月  京都大学薬学部 卒業 

     昭和６０年３月  京都大学大学院薬学研究科修士課程 修了 

     昭和６２年３月  同博士後期課程 中退 

 

職歴   昭和６２年４月  徳島大学薬学部 助手 

     平成５年６月   徳島大学薬学部 助教授 

     平成９年１１月  京都大学化学研究所 助教授 

     平成１７年４月  京都大学化学研究所 教授 

           現在に至る。 

 

     この間、 

     平成元年１１月〜平成３年３月 

      米国ロックフェラー大学博士研究員 

     平成１４年１１月〜平成１８年３月 

     科学技術振興事業団戦略的創造研究推進事業さきがけプログラム 

     （「合成と制御」研究領域）研究代表者・個人研究員（併任） 

     平成１８年４月〜平成２０年３月 

      独立行政法人科学技術振興機構 

      戦略的創造研究推進事業さきがけ発展(SORST)研究者（併任） 

     平成２２年９月〜１０月 

      パリ第６大学招聘教授 

     平成２５年４月１日〜 

      奈良女子大学大学院人間文化研究科客員教授 

 

学位   薬学博士 （京都大学、平成元年７月） 

 

受賞   平成９年度 日本ペプチド学会 奨励賞 

     １９９７年度 有機合成化学協会 第一製薬研究企画賞 

     平成１０年度 日本薬学会 奨励賞 
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酸化ストレスを介した臓器障害の分子機構解明と創薬戦略 
 

丸山 徹 
熊本大学 薬学部 薬剤学分野 

 
酸化ストレスとは、生体内で生成する活性酸素種(ROS)の酸化損傷力と、生体シス

テムが備えている抗酸化防御系との間で均衡が崩れた状態である。近年、酸化ストレ

スが急性及び慢性疾患を問わず様々な病態の発症や進展過程において重要な役割を果

たしていることが明らかにされてきた。 

そのため、酸化ストレスの制御が新たな治療標的及び戦略として有望視されている

が、その実現には次の3つの課題、1)酸化ストレス評価系の構築、2)酸化ストレス障

害の機構解明、3)抗酸化療法の開発、を包括的に解決する必要がある。1)の評価系に

関しては、臨床現場で活用可能な信頼性の高い酸化ストレス評価系、特に予後予測が

可能なバイオマーカーの確立が、2)に関しては、疾患特異的な酸化ストレス誘発物質

の同定と分子機序の解明が、3)の創薬については、 多面的な抗酸化活性と至適な体内

動態特性を併せ持つ製剤の開発が切望されている。 

我々は、これら3つの研究課題に対して、1)アルブミンのレドックス解析を基盤と

した酸化ストレスマーカーの開発、2)疾患特異的な酸化ストレス誘発物質の同定と分

子機序解明、3)アルブミン融合技術を基盤とした包括的なナノ抗酸化DDS製剤の創

製、について取り組んでいる。本シンポジウムでは、これら3つの研究課題に対する

我々の取り組みに関する最近の研究成果を紹介させていただきたい1-5)。 

 

【参考文献】 
1. Potential therapeutic interventions for chronic kidney disease-associated 

sarcopenia via indoxyl sulfate-induced mitochondrial dysfunction, J Cachexia 

Sarcopenia Muscle (2017) 

2. Indoxyl sulfate potentiates skeletal muscle atrophy by inducing the oxidative 

stress-mediated expression of myostatin and atrogin-1, Sci Rep (2016) 

3. Down-regulation of ABCG2, a urate exporter, by parathyroid hormone enhances urate 

accumulation in secondary hyperparathyroidism, Kidney Int (2016) 

4. Oral branched-chain amino acid granules improve structure and function of human 

serum albumin in cirrhotic patients, J Gastroenterol (2016) 

5. The pivotal role of eNOS uncoupling in vascular endothelial dysfunction in 

patients with heart failure with preserved ejection fraction, Int J Cardiol (2016) 
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演者略歴 
学歴： 

1985年3月  熊本大学薬学部製薬学科卒業 

1985年4月  熊本大学大学院薬学研究科入学 

1987年5月  フロリダ大学薬学部留学 

1990年3月  熊本大学大学院薬学研究科修了（薬学博士取得） 

1991年12月  ペンシルバニア州立大学理学部 客員研究員 

 

職歴： 

1994年4月  （財）ヒューマンサイエンス研究員 

1995年3月  熊本赤十字病院 病院薬剤師勤務 

1995年3月  熊本大学薬学部 客員研究員 (〜2005年3月) 

1998年4月  （株）ファーマダイワ 薬局薬剤師勤務 

2002年4月  （株）ファーマダイワ 常務取締役・学術部長 

2005年4月  熊本大学薬学部 医療薬剤学分野・教授 

2008年4月  熊本大学薬学部 薬物動態制御学分野併任・教授 

2013年4月  熊本大学薬学部 薬剤学分野・教授（分野名変更） 

現在に至る 

 

所属学会:  

・日本薬物動態学会 評議員 

・日本薬剤学会 評議員 

・日本DDS学会 評議員 

・日本血液代替物学会 理事 

・日本在宅薬学会 理事 

・日本アプライドセラピューティクス学会 理事  

・日本医薬品安全性学会 理事 

・その他(日本薬学会、日本腎臓学会、日本肝臓学会、日本透析学会、日本酸化ストレス

学会、日本感染症学会、日本癌学会、日本臨床薬理学会、日本サルコペニア・フレイル

学会、日本医療薬学会(指導・認定薬剤師)、日本循環器学会、日本消化器病学会) 
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DNA および RNA を標的とした選択的認識分子・反応性分子の創成 
 

佐々木茂貴 
九州大学大学院薬学研究院 

近年、遺伝子発現系に作用するアンチセンス核酸や siRNA などの核酸医薬の実用化に

向けた活動が活発化している。我々はゲノム DNA や RNA を標的にする化学を「ゲノム

標的化学」と名付け、1 塩基レベルの識別能を有する認識能と選択的な反応性を有する

機能性分子を開発し、生体機能性分子の創製を目指している。本合同シンポジウムでは、

次の話題を中心に最近の成果を紹介する。 
(1) 非天然型３本鎖核酸の形成：２本鎖 DNA の主溝にもう一本の DNA が配列特異的

に結合し３本鎖 DNA が形成される。本研究では、天然核酸では形成しにくい標的

2 本鎖に対して安定な 3 本鎖を形成する人工核酸を開発した。 
(2) RNA ピンポイント化学修飾のための反応性核酸の創成：mRNA の化学修飾は翻訳

などに影響を及ぼす。本研究では、標的 RNA の特定部位と選択的にクロスリンク

分子および化学修飾する機能分子を創製した。 
(3) ８位酸化グアノシンに対する人工レセプター分子の開発：8-オキソグアノシン(8-

oxo-dG)や８-ニトログアノシン（8-nitro-dG)は代表的な酸化損傷塩基であり、変異

原であるばかりでなくシグナル伝達分子としての機能を担っている。本研究では、

８位酸化グアノシン体の水素結合形成や求核性や求電子性の違いを正確に識別す

る種々の人工レセプター分子の開発に成功した。 
現在、本研究で開発した DNA および RNA に対する選択的な生体機能性分子をゲノム標

的分子として新しい生物活性を検討中であり、合わせて報告する。 

 
参考：九州大学大学院生物有機合成化学分野ホームページ http://bioorg.phar.kyushu-u.ac.jp/ 
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演者略歴 

【学歴・研究歴】 

1977 年 3 月 東京大学薬学部卒業 
1982 年 3 月 東京大学大学院薬学系研究科博士課程修了 薬学博士 
1982 年 4 月 東京大学薬学部教務補佐員 
1982 年 6 月 インディアナ大学化学科博士研究員 
1984 年 5 月 東京大学薬学部助手 
1990 年 2 月 九州大学薬学部助教授 
2000 年 4 月 九州大学大学院薬学研究院助教授(大学院重点化にともなう職名変更) 
2002 年 4 月 九州大学大学院薬学研究院教授 
2009 年 10 月 九州大学主幹教授（名称付与） 
 

 

【受賞歴】 
2002 年 3 月 日本薬学会学術振興賞 
 「遺伝子発現の化学的制御を目指した機能性認識分子の創製」 
2007 年 5 月 九州大学表彰 研究・産学連携 
2010 -2012 年 九州大学表彰 研究活性化 
2010 年 12 月 アジアコアプログラム レクチャーシップ賞（台湾）Functionality Transfer 

Reaction (FTR) as a Powerful Tool for Site-Specific Modification of RNA 
2012 年 12 月 アジアコアプログラム レクチャーシップ賞（香港）ortho-Methyl 

Substituted W-Shaped Nucleoside Analog (WNA-βT) Accelerates the DNA 
strand displacement reaction 

2013 年 3 月 上原記念生命科学財団「平成 26 年度研究助成金」「インテリジェント人工

核酸を用いた革新的 RNA 創薬研究」 

2017 年 3 月 日本薬学会賞「ゲノム標的化学の展開による機能性分子の創成」 
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第 90 回⽇本薬理学会年会 参加報告  
（⻑崎ブリックホール 他（⻑崎県⻑崎市） 平成 29 年 3 ⽉ 15 ⽇－17 ⽇） 

 
 ----------------------------------------------------------------  
（分⼦情報薬理学分野 学部 6 年） 
平成 29 年 3 ⽉ 15~17 ⽇の 3 ⽇間、第 90 回⽇本薬理学会に参加させていただいた。 
1 ⽇⽬、学会参加は初めてであったのでとにかく興味のあるすべての講演を聞いた。最近のホットスポッ
トの⼀つである免疫チェックポイントに関する報告や、Ca2+ シグナルを⽣きた動物で可視化するという
報告など、知的好奇⼼を満⾜させるに⾜る内容の講演ばかりであった。ある学⽣セッションでは審査員も
務めさせていただいた。審査をするとなると、発表者の研究内容についての事前勉強にも⾝が⼊り、発表
内容にも深い集中を持って聞く必要があることを知った。他⼈を審査するということが⾃分の成⻑にも繋
がるというのは新鮮な発⾒であった。私の研究室では花粉症治療に関する研究を⾏っているが、まだまだ
未知の部分もある。免疫・アレルギーのセッションで他⼤学の研究発表を聞いて、今⾏っている研究のミ
ッシングリンクが埋まりそうな予感を感じさせられ興奮した。学会参加の醍醐味だろうと思う。 
2 ⽇⽬、拝聴した⾻免疫学の⾼柳先⽣の講演が印象的であった。先⽣の論⽂はこれまでずいぶんと読んで
きたが、論⽂の中だけの存在であった著名な先⽣の話を直接聞けたことは⼤変嬉しいことであり、⼤きな
刺激となった。 
3 ⽇⽬に⼝頭発表をさせていただいた。英語での研究発表はこれまで⾏ったことがなかったので、適度な
緊張と⾼揚感があったが、研究内容をしっかり伝えることができた。いくつか質問を受けて、⾃⾝の研究
に対する新しい課題を与えていただいたこともふまえて、意味のある発表となった。 
今回の学会参加は⾃分にとって良い経験になったが、今振り返ると研究室や⼤学を代表しているという気
持ちが少し希薄であったかと思う。今回⾃分の得た知識・経験を研究室に⼗分還元してはじめて学会参加
の意義があったと⾔える。 
 -------------------------------------------------------------------  
以上 
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⽇本薬学会 第 137 年会 参加報告  
（仙台国際センター、東北⼤学川内キャンパス（宮城県仙台市） 平成 29 年 3 ⽉ 24 ⽇－27 ⽇） 

 
 ----------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 博⼠前期課程 2 年） 

⼤⾼教授に随⾏し、⽇本薬学会第 137 年会に参加し、「効率的タンパク質合成のための SEAlide ペプチ
ドを⽤いた on-resin チオエステル化法の開発」と題して⼝頭発表を⾏った。⼝頭発表では、多くの先⽣⽅
から多くの助⾔や指摘をしていただき⾃⾝の研究テーマの問題点を再確認することができ、今後の研究活
動遂⾏において有益な時間を過ごすことができた。⾃⾝の発表以外では普段拝聴することのできない研究
分野の先⽣や学⽣の発表により⾃⾝の⾒聞を広めることができた。また、⼀般⼝頭発表では最先端の研究
から、独創的な研究まで薬学という領域では収まりきらないほど幅広い領域の発表を聞くことができた。
ポスターセッションでは、より詳細な議論ができ多くのことを学ぶことができた。また、学会期間を通じ
て多くの同世代の学⽣と討論する中でお互いに刺激しあいモチベーションの向上につながった。今後は今
回得たものを研究室のメンバーに伝え、研究室全体の研究活動が活発化するように取り組んでいきたい。 
 -------------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 学部 4 年） 
 今回参加させていただいた薬学会年会は私にとって初めて発表できる学会で、⾮常に楽しみにしていま
した。薬学会年会は今まで参加させていただいた学会よりも⻑かったので、途中で気が緩むと思っていま
したが、⾯⽩い発表ばかりでだれることなく発表や講演を聞くことができ、⾮常に勉強になりました。ま
た今回私は⼝頭発表をさせていただいたのですが、学⽣だけでなく先⽣⽅も同じ⽴場で発表していて、⾃
分が発表できることを誇りに思いました。今後はさらに研究に励み、多くの学会に参加して、発表の経験
を積むとともに、普段あまり⽬にしないような分野の勉強もしたいと思います。 
 今回の学会に参加して、他研究室の様々な研究に刺激を受け、研究に対するモチベーションがさらに上
がりました。また私が考えている研究の進め⽅とは別のアプローチ法を⾒つけることが出来たり、研究の
進め⽅に対する助⾔をいただいたりと⾮常にためになった学会でした。次回もぜひ参加したいと思いま
す。 
 -------------------------------------------------------------------  
（機能分⼦合成薬学分野 学部 4 年） 

先⽇、薬学会年会に参加させていただき、⼝頭発表をさせていただきました。前回参加させていただい
た中四国薬学会と⽐べて⾮常に規模が⼤きい学会であったため、より充実した内容となりました。学会の
⽇程も⻑く、より多くの講演を聴くことができ、様々な⼤学の学⽣が発表している内容などを聴くと、私
たちのやっている研究内容や実験量に⾃信を持つことができました。しかし、それとは逆に、私の研究室
と同じ研究分野でご活躍されている先⽣⽅の講演を聴かせていただいた時は、そのスケールの違いに圧倒
されてしまいました。⾏っている研究内容も実験量も得られている結果も全て次元が異なると⾔っても過
⾔ではない程のもので、私たちは更なる努⼒が必要であると感じました。また同じ分野であるとしても、
全く異なる⾊を出していかないと勝てる可能性はないと感じました。 
 今回の学会参加で最先端の研究を知ることができ、さらにその圧倒的な違いを感じたので、私たちはこ
れからどのように考え、進んでいくのかが重要だと思いました。 
 -------------------------------------------------------------------  
（分析化学分野 博⼠後期課程 2 年） 

⽇本薬学会第 137 年会に参加し，創薬研究に関する研究成果を「粉末 X 線回折パターンの予測を⽬的
としたラマン・⾚外スペクトルデータの相関解析；テオフィリン結晶多形への応⽤」と題して⼝頭発表し
た。(発表⽇: 3/28 ，発表会場: 東北⼤学)。12 分間という限られた時間であったが，⼤学の先⽣や製薬
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企業の⽅々など多数の参加者で⽴ち⾒が出るほどの盛況であり，とても充実した発表となった。質問者の
東邦⼤学および静岡県⽴⼤学の先⽣⽅から，お褒めの⾔葉をいただいたことは⼤きな励みとなった。ま
た，今後の研究展開に向けた情報収集のために関連研究の発表を聴講し，積極的にディスカッションを⾏
った。特に感銘をうけた研究は，星薬⼤の中島⽒の「ゼリー製剤の処⽅設計を⽬的とした機械的強度と薬
物放出挙動との因果関係の解明」だった。⾮ゼリー製剤の物理化学特性をデータセットとしてゼリー製剤
の処⽅設計を実験計画法にて予測する⽅法は，⼤変勉強になった。今後の研究への意欲，創薬や医療に貢
献する意志がさらに⾼まった。このような貴重な機会を与えていただいた，⼤⾼学部⻑をはじめとする
「創薬実践道場事業」関係の先⽣⽅に⼼より御礼申し上げます。 
 -------------------------------------------------------------------  
（分析化学分野 博⼠前期課程 2 年） 

⽇本薬学会第 137 年会（仙台）に参加し，研究成果を「結晶性評価を⽬的とした⾚外分光法と多変量解
析の研究；亜鉛クロロアパタイトへの応⽤」と題して 3 ⽉ 27 ⽇に⼝頭発表した。滞りなく発表を⾏い，
質問（⾼結晶性と低結晶性のアパタイトのどちらが優れているのか，メカノケミカル合成アパタイトと従
来法合成アパタイトとはどのように違うのか，など）にも的確に回答することができた。発表⽇はあいに
くの⾬であったが，多くの学⽣，先⽣⽅が熱⼼に交流を深めていた。 
 本報告者の研究テーマに関連する物理薬学系の発表は 3 ⽉ 26・27 ⽇に集中していた。⽣物系薬学や放
射性医薬品学と関連させた分析化学研究の発表が今年は多かった印象を受けた。星薬⼤の梅⽥⽒の発表
「Epalrestat と Caffeine の共結晶の構造と物理化学的特性の検討」では，共結晶構造の有無をプロトン
転移の観点から判断する⽅法が提案され，本報告者の研究をさらに発展させる上で，⼤変勉強になった。
また，⽇本⼤薬の鈴⽊⽒の「Meloxicam の Coamorphous 化による溶解性の改善および結晶化の抑制」
の研究は，溶解性改善のために共結晶化ではなく，Coamorphous 化を選択している点が参考になった。
今後の研究⽣活の励みとなる，充実した薬学会参加であった。このような貴重な機会を与えていただいた
「創薬実践道場事業」関係の先⽣⽅に⼼より御礼申し上げます。 
 ----------------------------------------------------------------  
（⽣物有機化学分野 学部 4 年） 
 私は 2017 年 3 ⽉ 24 ⽇より 4 ⽇間にかけて⽇本薬学会第 137 年会に参加し、3 ⽉ 26 ⽇のセッション
にて「核酸分⼦の簡便精製を可能とするʻCatch & Releaseʼ法の開発」という演題で⼝頭発表を⾏った（演
題番号：26S-pm11S、座⻑：北⼤院薬 市川聡 教授）。⼝頭発表後の質疑応答にて、阪⼤院薬 ⼩⽐賀
聡 教授より「本法の収率はどのくらいか」の質問を受け「オリゴヌクレオチドにおいては 40％程度であ
るが、これは使⽤した CPG 樹脂のクオリティが原因だと考えているので今後はよりクオリティの⾼い
CPG 樹脂を⽤いて検討を⾏っていく予定である」と回答した。また、「Ac キャッピングが施されていない
(ｎ－１)mer を除くことは可能なのか」と質問を受けたが、｢本法では(ｎ－１)mer を除くことはできな
い」と回答した。 
 今回の学会参加を通じ、他⼤学の学⽣が様々な研究成果を発表しており、刺激を受けた。私も彼らに負
けないように今後さらに精進していこうと感じた。 
 -------------------------------------------------------------------  
（⽣物有機化学分野 学部 4 年） 

私は 2017 年 3 ⽉ 24 ⽇より 3 ⽇間にかけて⽇本薬学会第 137 年会に参加し、3 ⽉ 26 ⽇のセッション
にて「4ʼ-セレノリボヌクレオシド類の効率的合成と RNA オリゴマー導⼊の試み」という演題で⼝頭発表
を⾏った（演題番号：26S-pm13S、座⻑：北海道⼤学 市川 聡 教授）。⼝頭発表後の質疑応答にて、
⼤阪⼤学 ⼩⽐賀聡教授より「これまで使⽤してきた基質を⼀般的な条件でグリコシル化を試みるのどう
か、また収率が低下した原因は何か」との質問を受け「プリン塩基をグリコシル化する上で異性化が収率
に⼤きく関わり、セレニウム中間体の⽣成のしやすさが収率に劇的な変化をもたらしている」と回答し
た。 
 今回の学会参加を通じ、関連分野の最新の研究成果に触れることができ⼤変刺激を受けた。また⾃分の
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発表に際し、質疑応答で頂いた質問や意⾒により、⾃らの研究内容に対してさらに理解を深めていく必要
があると感じた。 
 -------------------------------------------------------------------  
（⽣物有機化学分野 学部 4 年） 

私は 2017 年 3 ⽉ 25 ⽇より 3 ⽇間にかけて⽇本薬学会第 137 年会に参加し、3 ⽉ 26 ⽇のセッション
にて「siRNA-パターン認識受容体の相互作⽤解析のためのケミカルアプローチ」という演題で⼝頭発表を
⾏った（演題番号：26S-pm12S、座⻑：北⼤院薬 市川 聡 教授）。⼝頭発表後の質疑応答にて、阪⼤院
薬 ⼩⽐賀 聡 教授より「Br 型ケミカルプローブを導⼊した siRNA を⽤いた標的タンパク質捕捉実験は
⾏ったか」との質問を受け「ヌクレオシドレベルでの検討においてラジカル発⽣効率が極めて悪いという
知⾒を得ており、また、⻑時間の光照射は⽣体⾼分⼦の構造変化を招くため、Br 型ケミカルプローブを⽤
いたタンパク質捕捉は⾏っていない」と回答した。また、北⼤院薬 市川 聡 教授より「6 位アジド基の
還元は⾏っていないのか」との質問を受け、「今後、トリフェニルホスフィンを⽤いた Staudinger 反応に
よる還元を試みる予定である」と回答した。また、「7-ヨード体、3-ヨード体を⽤いた標的タンパク質の
捕捉実験は⾏っていないのか」との質問に、「ヨウ素は脱離能が⾼く、オリゴマーへと導⼊するまでの間に
還元体へと変化してしまうため、ケミカルプローブとして⽤いることは困難であると考えている」と回答
した。 
 今回の学会参加を通じ、関連分野の最新の研究成果に触れることができ、⼤変刺激を受けた。また⾃分
の発表に際し、他⼤学の先⽣⽅に質問や意⾒を頂いたことで今後の研究への意欲が⾼まり、また、⾃分の
研究やその周辺分野についてさらに深い理解が必要であると感じた。 
 -------------------------------------------------------------------  
（有機合成薬学分野 博⼠後期課程 3 年） 
 3 ⽉ 24 ⽇~25 ⽇に宮城県仙台市で⾏われた⽇本薬学会第 137 年会に参加しました。私は、3 ⽉ 25 ⽇
に「細菌類の迅速同定を⽬指した蛍光標識 Vibrioferrin の合成研究」という題⽬で⼝頭発表(25R-
pm06S)を⾏いました。10 分発表 2 分質疑と限られた時間でしたが 3 つ質問を頂き、落ち着いて回答す
ることが出来ました。さらに、これからの研究へのアドバイスを頂きとても有意義な発表であったと思い
ます。 
期間中は、発表(⼝頭・ポスター)に参加させて頂きました。その中で興味深かった発表について以下まと
めます。 
3 ⽉ 25 ⽇(25S-am13S) ○塩⾒ 慎也、⽯川 勇⼈(熊本⼤院⾃然) 
「形式的アザ[3+3]付加環化反応を利⽤するシンコナアルカロイド類の全合成研究」 
本発表は、不⻫触媒等にもちいられるキニーネやキニジンなどのシンコナアルカロイド類の 3 級アミンの
⽴体に着⽬し、エナンチオマー体の不⻫合成研究を⾏っていました。本合成は、演者らが開発したアザ
[3+3]付加環化反応を鍵反応とし、12 段階で形式全合成を達成しました。多置換ピペリジンを合成する過
程で、チオアミドの反応性が重要となることがあり、極性官能基をうまく制御しながら環構築しているの
が素晴らしいと感じました。これまで、チオアミドが反応に⼤きく影響すると知らなかったので、とても
勉強になりました。 
 -------------------------------------------------------------------  
（有機合成薬学分野 博⼠後期課程 1 年） 

参加した N-複素環化合物の研究発表では、各研究室が合成対象としている化合物を⼆種類に⼤別でき
た。1 つはインドール型アルカロイドであり、中でもインドール 2 位隣接位に四級炭素をもつ天然物が多
く⾒受けられた。インドール⾻格の構築法はすでに確⽴されていることから、インドール環を除く四級炭
素⾻格を以下に⽴体選択的に合成するかが焦点となっていた。 

また、もう 1 つは橋頭位窒素を有する⾼度に縮環したアルカロイド化合物群であった。これらは共通炭
素⾻格を有する数多くの類縁体が存在するため、各研究室が独⾃に開発した C-C 結合反応を⽤い、類縁体
合成への展開が可能な共通中間体を経る合成戦略をとっていた。 
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本研究分野における世界的な潮流として、⾼縮環アルカロイドの短⼯程合成が挙げられるが、本学会にお
いては⼯程数よりも⽅法論に重きをおいており、⾼縮環アルカロイドの新たな`General strategyʼの創⽣
が期待されているように思えた。また、会場もほとんどの時間帯において超満員状態であり、本研究分野
の発表に対する薬学分野での⾼い関⼼度が窺えた。 
 -------------------------------------------------------------------  
（⽣薬学分野 学部 4 年） 

今回、私はこれまでの研究成果の発表ならびに情報収集を⽬的として、2017 年 3 ⽉ 24-27 ⽇仙台にて
⾏われた⽇本薬学会第 137 年会に参加しました。得られた成果について報告致します。 

私はバングラデシュ産テリハボク科植物 Mesua ferrea 葉からプレニル化ジアシルフロログルシノール
誘導体ならびに 4-フェニルクマリン類を単離し、それらの構造を 13C NMR データ や ECD スペクトルを
⽤いた計算化学的⼿法によって解明する研究を⾏っています。今回、これまでの研究成果の⼀部を発表
し、その際企業の⽅々や他⼤学の先⽣あるいは学⽣らと意⾒を交換し、知識を深めることができました。
他者の発表では、スペクトル解析あるいは化学変換を⽤いた絶対⽴体配置の考察について深い議論がで
き、良い収穫になりました。また、同世代の学⽣の成果や考え⽅に触れることができ、良い刺激になりま
した。東京⼯業⼤学⼤隅良典先⽣のノーベル賞受賞記念特別講演では、それまで単なるゴミ溜めだと思わ
れてきた酵⺟の液胞に興味を持つことから研究が始まり、電⼦顕微鏡を⽤いてオートファジーの全容を解
明したことについて聞くことができました。飢餓状態における液胞のオートファジーの様⼦を捉えた電⼦
顕微鏡映像は、普段研究で電⼦顕微鏡を⽤いない私にとって印象的でした。⼤隅先⽣は基礎研究を重んじ
る⽅であり、今回の受賞で知的好奇⼼を持つことから始まる基礎研究の重要性を証明されたように感じま
した。 
 以上、⽇本薬学会第 137 年会に参加することで、⾃分の研究を客観的に⾒つめ直す良い機会を得まし
た。研究を外部に発信する重要性を再認識するとともに、その際多くの研究者と意⾒を交わすため、知識
をより多く蓄積しなければならないと実感しました。 
 -------------------------------------------------------------------  
（薬品製造分野 博⼠後期課程 2 年） 

この度、創薬実践道場のご⽀援を賜りまして、2017 年 3 ⽉ 24 ⽇から 27 ⽇の 4 ⽇間、仙台にて開催さ
れました「⽇本薬学会第 137 年会」に参加して研究発表を⾏ってまいりました。まずはご⽀援に厚く御礼
申し上げます。 

⽇本薬学会第 137 年会は東北⼤学と仙台国際センターで⾏われ、化学系薬学や物理系薬学、医療系薬学
などの幅広い分野に関する最新の研究について議論が⾏われていました。化学系の発表は三⽇間にわたっ
て⾏われました。⼀般⼝頭発表は 12 分間という短い時間でしたが、⼆⼈の⽅から質問を受け、議論や意
⾒交換をすることができました。特に同世代の学⽣との議論はとても刺激になりました。 
研究発表の内容 
 光学活性α-ヒドロキシカルボン酸誘導体は有⽤なキラル合成素⼦であり、光学活性原料・中間体として
医薬品の開発・製造に重要な役割を果たしています。私は当研究室で開発されたキラル NHC 触媒/カルボ
キシラート共触媒系を⽤い、α-ヒドロキシカルボン酸誘導体の速度論的光学分割に挑戦しました。α-ヒド
ロキシアミドを⽤いて反応を⾏ったところ、基質とカルボキシラートとの分⼦間⽔素結合がより強固にな
るにつれて、反応の選択性が向上することが分かりました。そこで、α-ヒドロキシアミドより酸性度の⾼
いα-ヒドロキシチオアミドを⽤いたところ、選択性のさらなる向上に成功しました。 
 -------------------------------------------------------------------  
以上 
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